pn 
ま 。 


@ イ ラス トレ ー テ ッ ド ツメ モリ アカ 
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6 に この 
らい こざ 


MAKING OF か まい た ちの 傘 
1 かま の た ちず ラフ ・ 夫 ルト 

CM の 表 暴 
SPPW1A ル INTIERVIEW 下 際 本 武 刀 
“ " ゲー ム の 中 の 役 








滞 AU 議 タプ デリ ー 
3 CD ライ ブ 地 < “ 
ゲー ム の 舞台 と な っ た 「」 生 を た ず ね て 


ヘ シ ショ メド 多 ス ルフ 通信 
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本 編 の 主人 公 。 首都 圏 に 住む ご く 平 凡 な 大 学 
生 で 、 護 理 と は 大 学 で 知り 含 っ た 。 





開発 スタ ッ フ の 選ん だ 
透 像 


透 は 、 本 来 自 分 を 投影 させ る 主人 公 で ある 
だ け に 、 を の 結果 も まっ た く の バ ラバ ラ 。 

「 北 の 国 か ら 」 の 純 役 で お な じみ の 吉岡 秀隆 
と 中 山 秀征 が わずか に 2 票 ずつ 集め た だ 以外 は 、 
すべ て 1 上 時 ずつ と な っ て いる 。 

それ で も 、 中 居 正 広 (SMAP)、 稲 垣 召 郎 
(SMAP)、 森 _ 目 行 (SMAT)、 植 草 区 秀 ( 少 
年 隊 ) ら が 、 そ れ ぞ れ 1 上 票 ずつ 獲得 し て いる 


よこ の を 見 2 シャ ョ ニース 2 レ ん LO 1 


メ ページ が 結構 強い キ ャ ラク ター な の だ と 言え 
る か も し れ な い 。 「 

この 他 で は 萩原 聖人 、 野 村 宏 伸 ら の 名 前 も 
共 カ 2se い る が おもしろい と この で は マー 


ー イ カメ ・」・ フ ォ ッ クス な ん そい う 外 還 人 ター 


レン ト 、 昔 の 野 日 郎 と いう 意見 も あっ だ 。 


開発 スタ ッ フ の みな さん に 「『 か 

まい た ちの 夜 」 を ドラ マ 化す る 

な ら 、 役 者 は 誰が 良い か 、 ア ン レ 。- 
代 ケー ト を と っ た 。 人 
| さて 、 結 果 は 





開発 スタ ッ フ の 選ん だ 
真理 像 


る さすが ヒ ロイ ン だ け に 各 人 の 好み が スパ ッ 

と 分 か れる 結果 が 出 た 。 そ れ で も 4 上 票 を 集め 、 
ダン トッ ツ トップ に 立っ た の が 常盤 商 子 。 こ れ 
に 森高 千里 、 鈴 木 耕 樹 の 各 2 上 票 が 続き 、 他 1 
票 ず つ で は 菊池 桃子 、 和 人 久井 映見 、 鈴 田 真由 、 
宮沢 りえ 、 渡 辺 満里奈 、 千 葉 肌 子 、 森 山 祐 子 
(「 ゼ イラ ム 」 主 演 ) ら の 名 が 挙がっ て いる 。 

ゲー ム で は 、 原 田 桃 世 と いう 女優 と 間違え 
られ て いる だ け に 、 原 田 知世 の イメ ー ジ が 強 
い の か と 思 を ば 、 そ うし た 声 は ひと つも な し 。 
「 主 人 公 に は 自分 の 名 前 を 入れ 、 相 手 役 に は 、 
プレ イ す る た びに 、 好 み の 女 優 を 入れ て いき 、 
『 今 度 は この 女優 さん と 共演 』 と いう 遊び 方 
も で きま す よ 」 と の アド バイ ス 的 な 声 も あっ 
た 。 一 度 、 試 し て みて は いか が ? 


ング の SN 


/ 5>。 
ラン ーー で 


に 
ンズ の > 


ジン 
と 


KSC SSCSSCSKSSRa 


スポ ー シ 万 能 で 。 頭 の 回 転 も 〒 い 。 し が も ズー ーー 
タイ ル 抜 群 で 長い 髪 の 似 合う 美人 。 丈 の 建 。 ョ ンジ 


開発 スタ ッ フ が 選ん だ 





渋い 配役 を 希望 する 意見 が 大 半 を 
占め た よう で 、 一 番 人 気 は 小林 稚 侍 
の と っ た 4 革 。 

これ 以外 は それ ぞ れ 1 票 ず つ で 、 
2 央 竜太 、 地 井 武 男 、 大 泉 混 、 中 
有 ル 2 村 雅 俊 、 石 坂 浩二 、 田 中 健 、 小 林 
層 計 六 』 昭二 (仮面 ライ ダー」 の やっ さき 
2 人 | ん )、 中 条 静 夫 、 伊武 鈴 刀 な と 。 

愉 /】 若き 日 の 加藤 茶 と いう 意見 も 1 豆 
】 あり 、 イ メー ジ は バラ バラ が だ 。 


開発 スタ ッ フ が 選ん だ 
小林 今日 子 像 





この キャ ラク ター は 年 齢 や セタ イプ 
な ど が 、 か な り 幅 広く 捉え られ て い 
あ よ うだ 。 

2 票 を 得 た の が 室井 滋 。 そ の 他 
に 若い 感じ だ と 山口 因 子 、 東 ちづる 、 
鳥越 マリ 、 落 ち つ いた 感じ だ と 田中 
裕子 、 篠 ひろ 子 、 五 十 嵐 淳子 、 吉 行 
和子 な ど だ 。 

くせ の 強い 樹木 項 林 、 も たい まる 
こ 、 岸 田 今日 子 な どの 意見 も あっ た 。 






_ 小林 中 小林 今日 子 


事件 の 舞台 に な る ペン ショ ン ジュ ン 
ー の オー ナー 大 婦 。- 脱 サラ し て この 宿 を 始め た と ー 
10 | 








大 阪 の 会 社 社長 夫妻 。 誠 一 は 昔 、 仕 事 で 小林 
の 世話 を し た こと が ある 間 机 。 


開発 スタ ッ フ が 選ん だ 
香山 誠一 像 





3 票 を 得 た 坂東 英二 。 2 票 
獲得 が 石井 光 三 (石井 社長 ) 
と 大 地 康 雄 。 後 は 1 票 ずつ で 
島木 譲二 、 桜 金 造 、 中 内 ダ 
イエ ー オ ー ナ ー、 坪 波 折 郎 、 
A 坂田 利夫 (アホ の 坂田 )、 横 山 
昌 ノ ッ ク 、 笑 福 計 稚 折 、 小 林 稔 
侍 ま た は 吉田 茂 元首 相 や 田中 
角栄 元首 相 な どの 意見 も あり 。 
個性 豊か な 配役 を 希望 する 
声 が 多い さよ うだ 。 


開発 スタ ッ フ が 選ん だ 
理 山 春子 人 












ここ で 票 を 獲得 し た 女優 は 黒木 
瞳 、 藤 あや 子 が 各 2 票 、 後 は 1 票 
ずつ 高橋 恵子 、 増 田 恵 子 ( 趣 ビ ピン 
クレ ディ ー)、 五 月 み どり 、 阿川 素 
子 、 秋 吉久 美子 、 賠 木 黄 子 、 竹 下 
景子 、 篠 ひろ 子 、 生 田悦子 、 藤 山 
直美 きだ は 加賀 まり こと 続く 。 

ちょ っ と 影 の ある 天 人 の 女性 と 
いう イメ ー ジ が 強い よう だ 。 





四 年 齢 ・ 職 業 な ど は 一 切 不明 。 ス キー 場 に 
田 rT did は 似合わ な い 服装 と いう 謎 の 人 物 。 


ーー 、、、 」。 倉 三郎 中 尾 杉 と いっ た と 
開発 スタ ッ ツ フ が 選ん だ 4 メー と の ょ うだ 





田中 一 郎 像 他 に は 「 悪 役 商会 の な じ さ ん 
ーー の 中 に 似 て いる 人 が いる 」 と か 、 
仲良 く 1 票 ず つの 票 が 入っ た 「 オ カマ の 田中 ミナ コ は 、 ロ ー 


田中 一 郎 。 田 中 邦衛 、 時 任三郎 、 リー 寺西 が 良い 」 な ど と いっ た 

竹中 直人 、 緒 形 拳 、 阿 藤 海 、 意見 も あっ た 。 

財津 一 郎 、 ス トロ ング 人 金剛 、 石 謎 の 人 物 ど だけ あっ て 、 一 癖 も 
二 癖 も ある 人 選 が 行わ れ た 。 


mt 
SN 
Bo 
6 








6 較 正輝 、 鳥 田 荘司 、 風 間 ト オル 、 緒 
開発 スタ ッ フ が 選ん だ 形 挙 、 岩 城 一 と いっ た 具合 い 


トー ニン 合 





山男 の が っ し り し だ た タイ プ ブ の 割 
トッ プ だ っ た の は 23 票 を 獲得 し に 意外 に それ を イ メー し た 人 は 


た 京 : 0 少な 《、 木 み 元 亮 (ロッ キー 刑 
- 他 は 仲良 く 1 票 ずつ で 、 国 広 滞 ” 事 ) や 上 獣 神 サ ンタ ダー ライ ガー が 、 
ot 半 吊 一 乙 。 役所 広 刑 -- 人 一 ひみ ヒー 神田 一 か ろ テ ケ じ て その オメ ー ジ と 言え る ーー 


“ 夫 NN 美人 本当 ノヽ 帳 太 写真 専 H の フリ ー カ メラ マ 
ーー | 「 MAAM AI 





ACCESS を ここ に ニュ ーー ーーーー ニ ーー ボー ニーーーーーーーーーー 





久保 田 俊夫 = 


開発 スタ ッ フ が 選ん だ 
久保 田 俊夫 像 





8 票 を 獲得 し た 江草 洋介 が トッ プ 。 
俊夫 は 美樹 本 し は 逆 に 、 割 と イメ ー 
ジ が 固定 され る キャ ラク ター らし い 。 
他 は 各 1 票 ず つ で 、 坂 本 一 生 、 羽 
賀 研二 な ど は 江口 に 近い イメ ー ジ か 
も しれ な い 。 ス ポー ツマ ン と いう イ 


8 は 他 は すべ て 1 票 ずつ で 、 
開発 スタ ッ フ が 選ん だ 


Jp 伯 島 受 、 洞 依子 まだ は 坂 日 良子 
0 と いう 5 意見 が 出 き れ た 。 
篠原 涼子 、 松 下 由 樹 が 2 球 ず つ 票 _ お も し ろか っ だ た の は 、 安 達 祐実 、 
を 槍 得 し た 。 女 性 キャ ラク ター は 、 久本 雅美 と いう 意見 。 共 に 、 他 に ノ 。 


男性 以上 に 好み 等 が 反映 きれ て 、 か 。 ミネ ー ト され だ 人 人 ただちに 比べ る と 、 


と どく いら 
ーー 


- 休 順 呈 ど 本 生生 旨 


晶 田 靖子 、 
千堂 あき は 、 坂 井 真紀 、 和 久井 映見 


の 女性 





MyA ⑳ 少 / パ イト ええ 
腕 す る 長身 の スポ ー ツ マン 。 


メー ジ か ら か 、 河 合 俊一 を 選ん だ 人 
も いた だ 。 時 任三郎 の 若い ころ と いう 
意見 も それ に 近い だ ろう 。 
変わ っ た 意見 で は 、 中 本 躍 ( 元 ハ 
ンダ ー ス )、 ザ ・ グ レー ト ・ サ スケ 、 
ステ ィ イー ブン ・ セ ガー ル な ど が ある 。 
















アル バイ 





渡 滞 | 祭 す 開発 スッ タツ フ の 世 ん だ 
洒 二 帯 刈 イケ イケ 、 赤 イッ シ od 


ュ 、 ボ ポッ チャ リ の OL3 飯島 直子 が 2 票 を 獲得 し 
起 野 啓 子 0 で シキ アー た 。 他 は 1 票 ず つ で 、 イ ケイ 
J 宮 の 泊まり 客 。 ヶ 系 で は 杉本 彩 、 武 田 久 美 
子 、 飯 島 愛 な ど と いう 5 意 
IIW IIIINIOITINIAONIWIW INITIWRNSNOWE) の)/。 癌 商 綱 子 、 葉 月 里 
緒 、 松 雪 泰 子 も 役 し し て は 

同じ ょ うに は まり る う 。 
お か し か っ だ の は 豊丸 と い 

う 意 見 が あっ だ こと 。 























開発 スタ ッ フ の 選ん だ 
河村 亜希 像 


衣 田 朋子 が 3 票 を 獲得 し た 。 
他 は 各 1 上 昧 ず つ 。 高 橋 由 美子 、 
和久 左 映 見 、 石 田 ひ か り 、 葉 
月 里緒 菜 、 板 谷 容 三 子 ( 元 も 
イン トブ フォ ー) な ど ポ ボー イッ 
シュ な イメ ー ジ で は な い 。 

芳本 美代子 、 森 口 博子 と バ 
ラド ル 系 も 挙がっ た だ 。 くい だ 
お れ の 人 形 と いう の が 韻 笑 ! 


開発 スタ ッ フ の 選ん だ 
北野 啓子 像 


- 高 相 美 子 、 細 川 ふ みえ が 
各 2 票 ずつ 票 を 獲得 。 


oo HO シャ シッ シシー シー る 、 宮 沢 り え の 名 も 。 松村 才 
、 洋 と いう 奇抜 な 意見 も あり ! 


開発 スタ ッ フ が 選ぶ 


キヤ フウ ツー 則 困 ノ AM 


ーー Character No. | Contest 





あな た の 好き な キャ ラク ター は 誰 コ ン テ ス ト 
チュ ン ソ フト の 社員 の 方 31 名 に 、『 か まい た ちの 夜 』 で 


一 番 好 き な キ ャ ラク ター は 誰か を 


選ん で も ら う た 。 あ 


な た の ご ひい き キ ャ ラ は 入っ て いる か " 





や は り と いう べき か 、 真 理 が 1 位 に 輝い 
た 。 他 は 香山 誠一 が 3 票 。 田 中 一 郎 、 久 保 
田 俊夫 、 渡 瀬 可奈 子 が 2 票 。 香 山 春子 、 河 
村 亜 希 が 1 上 で 、 無 効 昧 が 1 昧 だ っ た 。 
以下 は その 選出 理由 の 中 か ら 、 い くつ か 
ビッ クソ ノッ ノ し / た 6 の 。 
人 @ 上 真理 「 ス パイ 編 の 真理 が カッ コイ イ の で 
好き で す 。 名 前 入力 を 自分 の 名 前 に し た の 
で な りき っ て し まい まし / (則子 を か ぶつ っ 


た 横顔 の ポー ズ の 画面 が 好き )」【 総 務 ・ 人 篠塚 


さん 】 劉 美樹 本 「 書 後 だ かり だ け に 、 オ カ 














ルト の 美樹 本 が 際 だ っ て いい 人 に 見 える か 、 
ら 6」【 グ ラフ ィ ッ ク デ ザイ ナー・ 落 合 さん 】 
の みどり 「 マ シン ガン で 撃た れ て み だ い 中 
【 営 業 ・ 後 藤 さ ん 】 久 可 奈子 「 エ ッ チ な ス 
パイ 編 で の 可奈 子 ち ゃ ん が や は り い い 」【 営 
業 ・ 中 西 さ ん 】 念 可 奈子 「 同 感 で す 」【 社 長 ・ 
中 村 さ ん 】 旬 俊夫 「 バ ラバ ラ 事 件 な ん て い 
う も の すご いこ と が 自分 の 身の回り で 起こ 
っ だ た に も 関わ あら ず 、 ぼ ぽく の 隣 で セ ね いし を う 5 
に コー ヒー を 飲ん で いる と ころ が 気に入り 
まし た 」【 開 発 ・ 富 江 さ ん 】 





_ まず ニス テリ ー の 基本 に 沼 っ て 第 一 の # 人 人 を 考 ズ る ! 


7 アリ バイ の 重要 性 


アリ グ バイ は ミ ステ リー に お ける 重要 ポイ ント の ひと つ 
Cp もしか し 。 その 部 分 に の み 固 執 す る の は 考え も の だ 。 
特に 、 表 面 的 な 犯行 時 刻 の み に 捕 らち われ 、 頭 の 中 を 固定 
し て し まう と 、 大 変 な 落と し 容 に は まる こと に な る 。 ア 
リバ イ を 考え る と き は 、 見 か け の 犯行 時 刻 に 、 本 当 に 犯 
行 を 行う こと が 可能 だ っ た か まで を 考え る の が 鉄則 だ ! 








死体 を バラ バラ に し た 理由 は ? 


発見 され た 発 体 が ババ ラバ ラ だ っ だ こと に つい て は 、 充 
分 に を の 理由 を 考え る 必要 が ある 。 一般 的 に ミス テリ ー 
で バラ バラ 死体 と 言え を ば 、 死 体 を 運び や すく する た め 、 
と いう の が 定石 ど と いう 。 し か し 、 今 回 の 事件 の 場合 
それ は 当て は まる の か ? 主人 公 が 考 ん た いく つか の 理 
由 。 そ の 複合 も ある 、 と いう 可能 性 も $ 頭 に 入れ て お こう 


犯人 は いつ 「 シ ュ プ ブー ル 」 に 入り 
いつ バラ バラ に し た の か ? 
死体 を パラ バラ 1 こす る 、 と 一 口 に 言っ て も 、 それ に ヵ 
ょ かなり の も の だ 。 こ れ に アリ バイ を 重ね て 考 
II て いる 。 ポ ボイン ト は 事件 
ジン に 限定 し て 震え な いこ と だ | そし で で 
井 いつ 、 と どう や っ て ペン ショ ン に 入っ 
) 点 に も 大 きく 関わ っ て くる の だ ! 









そし て な ぜ 
田中 は 殺害 され た の か ? 
2 、 田中 が 殺 る れ な 理由 と は 一 体 な ん だ っ た の だ ろう か ? 
”- 田中 は 最初 か ら 、 ス キー 場 の ペン ショ ン に は 、 そ で わな 
。 し 格好 を し 、 他 人 が 近付き 難い 雰囲気 を 漂わ せ て いた 。 
~ この あ だ 縛 に 、 何 か 重要 な ポイ ント が 隠さ れ て いそ うだ 。 
る に 。 この ポポ オン ト は 2E 休 を わざ わき パラ バラ に と た 
理由 と も 宙 拓 な 関係 別 ある の だ ] 





何 度 プ レイ し て も 、 未 だ に 事件 の 
真相 を 解明 で き な い 。 そ れ ご ころ 
か 、 犯 人 の 目 星 さ え 付か な い 。 そ 
ん な 人 に 送る ヒン ト 集 だ 。 こ れ さ 
え 読 め ゆば 、 か な ら ず 解け る ! 


第 ? の 殺人 が 
大 き な 手 が か り と な る ! 














田中 に 続き 、 み どり が 殺 る れ た こと は 大 き な 手 が か り 
に な る 。 彼女 が 2 階 に 上 が る 前 に 言っ て いた だ “ 気 に な る 
こと 2 と は 、 一 体 な ん な の か ? ここ で は その 点 に 付い 
て の み 絞 っ て 考え を て も いい くら い だ 。 田 中 の 部 屋 を 調べ 
る と きも 、 常 に この 点 を 頭 に 入れ て お く こ と が 大 切 だ 。 還 識 


を うす れ ば 、 か な ら ず 事件 解決 の 糸口 が 見 えて くる は ず 。 ニー で の 旨 K も 完 は 人 の 





そし て 犯人 は 分 か つた 。 
後 は 正しい 推理 に 導く だ け ! 


だ た と を ぇ 、 和 失敗 ば か り で も 何 度 か プレ イ し て いれ ば 、 お 
を らく 犯 人 の 目 星 は 付く だ ろう 。 あ と は 、 正 し い 解 決 手 
1 と だ 。 その だ め に は 、 選 択 肢 に 秘め ら 

スリ ー ド の 思 に か か ら な いこ と 。 これ も 、「 こ れ は 
NR に 違う 」 も 思い 衝 ま な いこ と が 大 旭 だ 。 ひ よん な こ 
と か ら 正 し い 推 理 が 導 か れる こと も ある の だ か ら 。 








AA 前 入力 画 面 を 出せ ば 解決 まで は あと わずか 


正しい 選択 肢 を 選ぶ と 、 出 て だ ち 


来る の が 2 チ 人 名 入力 画面 ?。 3 
回 の チャ ンス が 用 意 き る きれ て いる 
が 、 事 件 解決 で きた と 判断 され 
る の は 、 最 初 の 2 回 まで だ 。 


oooowo3eoecoeoneosoeocnoocsooeaoaaeano い cameCPNEPAPA0PCeeneoaCeowoeeooeoaomeoeouoeoeoeomecacaoaoeooeeoeoeoueovoooowoeazeozezeaorozroeooeooeeeoweezreeeomaoezvaseevemwavamereeoeye 


( 放 


O 


(て C 宮 と 曽 欄 と 
。 ズ の 台 き 圧 き 団 彫 S( 





まだ まだ 楽し め る 「! か まい た ちの 夜 』 


の で せ 、 ビ ング 0 し お り 


Advanced Aduice 















前 ペー ジ ま で の 手 ほ と き 
を 参考 に 、 ロ ー ル アッ プ ・ 
タイ トル が 流れ る エン デイ 
ング を 見 る まで 頑 張 る 。 





ぶさ m 帳 守 回 國 S 
(( 宮 Ok は は 
04 避 憶 本 軸 


ご 
oO ご 4 





ちな み に こ ん な スト ー リ ー が … 


真理 が 見 た 、 窓 の 外 か 謀 
ら 覗 いて いた 人 物 と は ? 
* シ ュ ブ ー ル ” で 開き 起 
こる 超常 怪奇 現象 






件 を 招く 。 徒歩 で “シュ 
プ ブール まで 戻る こと に 
な っ た ぶた り の 運命 は ? 






















| A な ん と 談話 室 に は SF 
C が あっ た 。 ゲ ー ム で 遊 
ぶ こ と に し た いた り は 不 
。 可 思 議 な 体験 を する 。 


ムシ ュ ブ ー ル / 内 は ス 
パイ で いっ ぱい !? 必 ま 
いた ち ” を めで ぐり 、 島 奪 
戦 が 繰り 広げ られ る ! 







新た に 出現 し た エピ ソー ド す べ て を 味わっ 
だ か ら と いっ て ヒビ ンク の し お ち お り に な る わ 
けり で は ない 。、 し わり を ビン ク に する 2 だ め に は 
最初 の ミス テリ ー も 含め て 、 す べ て の スト ー 
リー を 堪能 し な けれ ば な ら な い の だ 。 


。 の 中 誠 汗 きき で 渡 
守 寺 人 A 陣 生 代 
の HiNVNVー び て 





#※ ど うし て も 、 ピン ク の 
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y 
に 














4 22 の 4 









語 


死体 用 の 衣装 。 右 
が 理 山 、 左 が 小林 の も の で ある 。 血 畑 
は ベン キ と ケチ ャ ッ プ の 合成 。 


うき 計 華 。 り < + 還 
み S 凪 立 号 。 分 臣 
は ど 串 は 」 


h 
ン 


山 唄 寺 
は さ ざ 洒 AA『 ぶ 


ー 思 Hf 
寺 は 人 へ (TV 
S 洒 忌 


我孫子 さん が シナ リオ を 書き 始め 
だ の が 、 一 昨年 の 9 月 ぐら い 。 完成 
まで 、 結 局 2 年 半 か か り ま し た が 、 
いい 出来 で 大 満足 で す 。 我 孫子 きん 
の カラ クノ にし 太 旬 SL 上 の 生き が 
| 麻 野 さん の 演出 と バッ チリ は まり 、 
| いい 具合 い に 仕 上 が っ た と 思い し ます 
| 前 作 以 上 に 奥 が 深い ! ゲー ム メ 以 外 
| に も CD や この 本 で 、『 か まい た も, 
| に は まれ る 構成 に な っ て いま すし ね 。 
| マニ ア に な れ ば な る ほど 、 ま だ 先 が 
ある 感じ で す 。 

欲 を 言え ば 、 実 写 取り 込み の 美 し 
さと wwy 0 - 
ドウ が 表現 する リア リティ _ で 感 1984 年 4 月 9 日 チュ ン 
じ て も ら え る と いい な 。 今 ま で に な ソフ ト を 設立 1992 年 


mm 





上 eee 


moovaztraama 


ーー - | サウ ンド ノベル と いう 
い 表 現 方 法 ど と 思う の で 。 ゲー ムジ ャ ン ル の 新天地 


後 は 絶対 ステ レオ サウ ンド で や っ を 開 \ た 。 そ の 第 1 作 目 


ee 


スト ッ ク が 大 活躍 








「 か まい た 
ち 」 グ ッ ズ の 


と に が か く 陽 気 な スタ ッ フ ー 同 。 


まい た ち 」 に トラ イ し ((/ た だき 8 し 。 

最後 に ヒン ト を ひと つ 。 暗号 で 
は 、 さ ら な る 暗号 に 気 を 付け て ! 
あと CD ドラ マ に は 新天地 を 開く カ 
キ が 隠 る きれ て いま す ! 





StaX4O4C2RmSDeanrttessaitctoesocesarm 















| 
| 


ヽ で ) _ が ' 弟 切 草 、 今 回 2 作 目 oi 2 
| (て C は ほし し (C す ビ ヒ ング の し お り も ま の 『 か まい た ちの 夜 で 社長 の お 気に入り ・ デモ 画面 疾 
| だ ある の で 、 ち ょ っ と エッ チ な 『 か さら な る 可能 往 に 挑む ! 走り る スノー モー ビル が イカ ス | | 
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信 周 (リク ラノ リリ (|) 0 
に 裏方 で し だ ね 。 目 芝 た な い 、 緑 
の 下 の 力 持ち 的 な 存在 で す 。 

実は 我々 、RPG 主 体 で 育っ て 
き / ス タッ ノノ し か ん か 651(06 
初め て な ん で て す 。 だ か ら こ の す サ 
ツン ト / ノ バル と し うり 親しい し 
ン ル に 入る に は 、 前 有 段 階 の 勉強 と 
準備 が 大 変 で し た 。 ( 笑 )。 ま 、 そ を 
Ll も 直し ( 語 の し / の は クー 
ム を 作る 際 、 ドタバタ し な いよ う 
に 1 年 のり て 作っ た リポ ボー トノ 
ロク ラム (て し た ん 。 

、 . 逆 に 、 ぜひ お 和 挫 め し た だ たい の が 、 

吹雪 の 画面 ! これ は 絶対 に 他 の 
ノノ ト U て CO5 ミ AUL) ん 6 
疲れ た だ とき は 、 こ の 画面 を な が がめ 


. 僕 0 # 何 $ も か も が 初め て な ん で 、 
叱 ら れ っ ! は な し で し ん 。 (人 ) 今 
回 の 僕 の 役割 は 『 か まい た 、 
制作 会 議 に 全部 出席 し て 、 他 の 部 
署 や 人 か ら の 意見 を 聞い て 、 そ れ 
を ケー ム に ノイ ー ト バッ ク き 8 せる 
こ EC し /。 屋 人 用 /6 の し リ / 
テイ ク が 山 て 、V き くう に な っ た 
こと も 多々 あり ます 。 

今回 ユー ザー の 目 に 触れ る 部 
分 で の 主 な 担当 は 、 読 み 直 し モー 
ド と 、 章 選択 モー ド で す 。 実は こ 
の 2 つの シス テム は 、 ゲ ー ム 制作 
の サポ ー ト 用 シス テム で 、 ゲ ケー ム 
に 入れ る 予定 は な か っ だ ん で す 。 








y 四 


較 斉 藤 早 也 (32 誠 ) 

【 机 アク アマ リン 】 
アク アマ リン 代表 取締 
役 /『 フ ァ ミ コン ジャ 
ンプ II」 メ イン ノロ ク 
ラマ ー/ 灯 き 本 メ 





較 一 位 真鶴 (22 歳 





【 机 アク アマ リン 】 
まだ 学生 で す ! ノ / 好 き 
な 音楽 : カラ オケ で 歌 
う 曲 / 好 き な 本 : 『 投 
稿 写真 』( う そ )、 湯 画 





MAKING OF か まい た ちの 夜 


て 軟条 ス キー( 行 ( く | ( 党 
いつ つ 、 奄 張り まし た 。( 笑 )。 背 
さん も じっくり 見 て くだ さい 。 
後 制作 (9 2 う 94C- だ わっ た 
点 は 絵 て で すう ね 。 リウ ント ノベル パ 
は 音 の 小説 な ん で す が 、 今 回 は 絵 
を 第 一 に 考え まし た だ 。 作家 の 頭 の 
中 に ある ヒン ソン ュ ノ ソル が ユー リー 
に 伝わり や すい よう! に る り げ な く 
。 し ょ り 際 場 感 が 増す 
うい ( 支 力 し まし / た 。 背 る ん し る 
PO00「0「 ウ コロ の の 
















四 ど 移 ンコ 
キー 。 


ベテラン プロ グラ マー 大 森田 さん 
制作 の 吹雪 が ふた り の お 気に入り 。 





で 、 作 業 中 に 中 村 社 長 が これ は 
便利 な ん で ゲー ム に 入れ よう と 提 
和 案 し て 、 ゲ ー ム へ 採用 に な っ だ ん 
3 導 み し ん た 必 て し 2 は レル ト 
(し 」)/。 CC も し ノノ の し おち 
り 以 降 は 作っ て い (| ん C 
す 。 と ん 信夫 画 か は し ミソ ツ ツ 
と に か く 、 デモ か りら 中 身 か ら 

穫 須 な と ころ の クー ム ん に 但し 
が っ / た た pv は ます! 





ー 


グラ フィ ッ ク 








一 番 の 苦労 は 、 減 る 減る と いっ 
て いた 動き が 、 全 然 減ら な か っ た 
こと で C す か ね 。 (人 笑 )。 デ ー タ 量 の 
間 題 で 、 描 き 込 む セグ ラフ ィ ッ ク が 


ドン ドン 前 えて いっ た 4 です よね 。 


僕 は どい た い の シ ャ ドウ を 担当 
し まし た 。 シト ソ | は 、 . 服 を 着せ 
だ た 繰 画 の イラ スト の 、 輪郭 だ け を 
トレ ー ス | (作り まし / 

特に 難し か っ た と ころ は 、 階 段 
を し の び 足 で 降り る と ころ の 表現 
で す 。 あ と 、 複 数 の 人 物 が 重なっ 
だ と き は 大 変 で し た ね 。 画 面 が 芝 
の 塊 に な っ て し まう の で 。( 笑 )。 
2 うい うと き は 人 物 を 際 し (て と 
うに か 入れ まし だ た けど 。 向 き が 前 










『 か まい だ ち 」 の グラ フィ ッ ク は 
6 人 (相当 し まし /(。 失 り 取り AA 
み に 死 体 作り と 、 い ろ い ろ や り ま 
し た お 0 り セット (手作り 00 す 

僕 は 背景 を 多く 描い た ん で すけ 
ど 、 実 写 取り 込み は カラ ー 写 真 を 
その まま 入れ られ る わけ じゃ な い 
ん で 、 手 間 が か か り ま し た 。 自 黒 
で 画面 を 取り 込ん で 、SFC で 表 
現 で きる 色 を 塗っ て いく よう な 作 





あと 、 血 粒 を ペン ショ ン で 使え 
な か っ だ の で 、 死 体系 は こち 6 で 
作 21 うん 感 『 で し / パラ ハラ 
死体 は 人 形 で 、 他 は グラ フィ ッ ク 
スタ ッ ノ が キテ アル に な が なり まし た 。 







ー pm 


な ん です 。 それ が 大 で し た ね 。 








国 中 冬 彦 (26 歳 ) 

入社 2 年 目 ノ 短気 で わ 
が まま / 好 き な 音 楽 : ヒ 
ゥ ー イ ・ ル イス & ザ が *・ ニ 
ュー ス / 好 き な 本 : ファ 
ンタ ジー 系 の 小説 全般 








国 沙 合 信也 (25 歳 ) 

入社 3 年 目 / 殴 呈 、 母 
性 愛 強し / 好 き な 音 
楽 日 向 文 「 ア ナ ザ 
ュー クノ ラノ (テア ィーノ / 
好き な 本 : 宮本 多 他 











向き か 後向き か わか ら な い …… っ 
て C い う の 6 あ り ま すし ね (人 先 )。 
これ は 腕 を 描き 込ん で 区 別 さ きせ だ 
ん です が 。 
全編 通し て 、 
ク 2」 し と 叫び つう 、 









I で そう じゃ ね ぇ だ 
こなし まし / れ ね 


好き な シー ン 欠 みどり が 死ん で 、 
俊夫 が 怒る と ころ 。 涙 も の で す 。 


実は 僕 が 香山 の 死体 で す 。 ( 笑 )。 
一 語 香山 の 設定 が ハゲ な の で 、 
ハケ ゲ ヅ ラ を わき さわ きか ぶっ て や り 
まし た 。( 笑 )。 知 合い に は 絶対 見 せ 
られ な い 写 真 で す 。 画面 で 見 た ら 
僕 を 公 い しい 貞 し て (た / き し た) 





好き な シー ン @「 お は よ う 真 理 の 
と ころ 。 透 の セリ フ で 一 番 い い ! 





「 浴 受 き ん 1」 
。 小沢 
R0 


サウ ンド は 隔 骨 さ れ た だ 部屋 で 、 

静か に や っ て ます 。 ち ょ っ と 波 

し いて C う (人 和 ) の れれ / た Pi 

Cr は 、 目 然 人 感じ ( リ り / ん / 

違和感 の な い 音 を 作る よう に 努 

カ し まし ん 。 (6 条 族 リア イ ノ 

| が 出 て 大 変 で し た 。( 笑 )。 中 で も 、 音 の 半分 以上 

N 加 三 選 千 代 子 (27 歳 ) 。 を 占め て いる 風の音 が 、 耳 隊 り に な ら な いよ うに 

入社 5 年 目 / 好 き な 音 | 

楽 : 映画 音楽 、 ジ ェ リ 。 この パパ 。 開い (て い (、 集中 で きる 自然 な 風 を 創 

ー ゴ ー ル ド ・ ス ミス り 出 き な け れ ば いけ な いん で す よ ね 。 本 当 に 風 に 
他 / 季 き な 本 : シ ドニ は 番 し た の で 、 よ ぁ く 聞い て みて 下さ い ネ | 


ー・ シ ェ ル ダン 





sr MT へ (9 
講 環 中 湘 齋 団 
い さび! 避 寺 の 人 芋 田 


自 / NN 
| 


画 加藤 電 太 (20 歳 ) 
入社 3 年 目 / バ ンド や っ 
に も スエ ル ア て ます / 好 き な 音楽 ・ 合 
加 末 で すま) 5 2 5 
今回 は 変 な も の を 
作れ だ た の で 楽し か っ だ で す 。 会 議 守 に ひ 
と りこ も っ て 、 手 の 甲 を 自分 で 吸っ て 
「 ブ プチ ュー」 の 音 を 作っ た り 。 香 山 の 歌 
を 作っ た り 。 1 日 中 悲鳴 を 取っ て いる こ 
LE も あり まし ん 人 。 古 気味 (し /」 (た ) 


3 時 
て 
の 
Nm 


リ 
の 
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7+ り へ 放任 は ざさ 
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コン ボー リー 
園 中 鳥 束 二 郎 (26 歳 ) 
入社 3 年 目 / 好 き な 音 
作曲 は 今回 が 初 0 リリ 
ゃ 、。, 、 クノ 好 き な 本 ・ 歴 史 /』 
め て で す 。『 か まい 2 隆 鹿 - 部 
だ りら り 」 は ん AA ん AG6 
あり だ っ た だ ん で 、 の ひび ひ の び や れ ま し /。 
20 肌 盟 作 り ま し た 。 あ L カー アン の 音 
を 作っ た ん で す が 、 音 を ルー プ さ せる の 
が 導い ん 人 ( EDO02 の EDO(U ま 
し ん り UL !【〈( 見 ((0 ほ EL/ 


9『 び は と 州 は 」 は 肝 
S 半 結 時 へ 型 へ 竹 | 


o/ 












い 

妖怪 
ある 男 が 道 を 歩い て いる と 、 突 然 つむ じ 風 
が 起こ っ だ 。 その まま 歩い て いく うち に 、 ふ 
と 足 を 見 る と 、 鎌 で 切っ た よう な 傷 を 受け て 
いる 。 し か し 不思議 と 傷み を 感じ な い 。 

これ が 昔 か ら 6 伝え られ る “か まい だ ち ” の 
典型 的 な ち お話 の パタ ー ン が だ 。 

この 際 、 傷 か ら 血 が 出 な いと する 説 と 、 最 
初 は 出 な い が し ば らく する と 大 量 に 出る と い 
う 説 が ある が 、 茸 の 人 の 多く は 、 こ れ を 妖怪 
も し 〈 は 神 の 仕業 で ある と 考え た 。 

岐阜 県 の 山 問 部 で は 、 こ の か まい た ち は 3 
人 連れ の 神 で ある と 信じ られ て いた 。 ま ず 先 
頭 の 神 が 人 を 倒し 、 次 が 妨 物 で 切り 、 3 番目 
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『、 そ れこ も 目 鈴 





現 角 !7" か まい 


が 楽 を 塗る 。 だ から 傷み が な いと いう 訳 だ 。 

また 新潟 県 の 弥彦 山 と 国 上 山 の 間 の 黒坂 で 
は 、 こ こ で つま づく と 、 必 ず か まい だ ち に 襲 
われ る と 言い 伝え られ 、 越 後 の 七 不思議 の ひ 
と つの に 数 を られ て いる 。 

この 妖 隊 は 、 一 般 的 に イタ チ の 姿 を し て い 
る と 考え られ て いた 。 傷 を 付け る 鎌 と ミッ ク 
ス る れ て “か まい だ ち ” に な っ た 訳 だ 。 ま だ 
一 方 で 、 その 傷 が 太 力 を 構え て 切っ た よう で 
ある こと か ら “か まえ だ ち ^ と な り 、 か まい 
だ ち ? に 転化 し た と いう 読も ある 。 

いずれ に せよ 、 妖 倍 と し て キャ ラク ター の 
だ っ て いる ^ か まい だ ち ? は 、 か な り メ ジャ ー 
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4 剣士 相 府 碁 助 は 、 伊 勢 の 山中 に 
て 、 か まい た ち に 胸 を 切り 裂 か れ 
る 。 解説 し て いる の は 、 北 畠 具 教 。 
白土 三平 「 忍 者 武芸 帳 」 よ り 。 












Py 岩手 県 速 野 に 住ま う “か まい た 
ち 3 兄弟 ”。 長兄 が 倒し 、 次 兄 が 切 
民 的 we-, り 列 き 、 末 妹 が 薬 を 塗る 。 藤 田 和 
ee 由 計 ! づ し お = と ら 」 より 。 







な 存在 で 、 多 く の 妖 隊 マ ン ガ に も 出演 し て い 
る 。 妖 位 マ ン ガ と いえ ば 、 ま す 誰 も が 思い 浮 
か べ る 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 」 (水木 し げ る ) に も 
当然 出 て 来る 。 四 国 山中 に 出現 し た 妖 隊 城 に 
陣 取 る 如 い 妖 詳 の 1 匹 と し て 登場 し 、 そ の と 
き の 姿 は イタ チ 型 で は な 〈 く 、 完 全 な 人 間 型 で 
あっ た 。 だ だ し 、 同 氏 の 出し た 「 日 本 妖 倍 大 
全 」( 講 談 社 刊 ) の 中 で は 、 鎌 を 持っ た イタ チ 
の 次 で 描か れ て いる (上 図 参 照 )。 

まだ 3 人 組 の 神 説 を 踏襲 し て いる の が 、『 う 
し お と と ら 」( 藤 田 和 日 郎 ) の か まい た ち 3 見 
第 。 他 に も 、 永 井 察 原作 の アニ メ 「 ド ロロ ン 
ぇ ん 魔 く ん 」 で も 、 3 兄弟 で 登場 し て いる 。 


(@ 水 木 プ ロ 1994、(@ 赤 目 プ ロ 、@⑥「 う し お と と ら 」 懇 田 和 日 郎 ・ 小 学 館 少 年 サ 
ン デ ー 連 載 中 







ーーー 
介 『/ 


【 



















さて 、 こ の か まい た ち 現 象 ?。 早 稲田 大 学 
理工 学部 主任 教授 の 大 槻 義彦 理学 博士 に よれ 
ば 、 様 々 な 要因 で 起こ る 気圧 の 変化 が その 犯 
人 で ある と いう 。 空中 に 生じ る 真空 に 近い 部 
分 に 触れ た 時 、 気 王 の 高い 皮膚 と 血管 が 破れ 
る こと で 、 こ うし た 現象 が 起こ る 。 が 、 こ の 
と き 、 人 体 の 中 で も 比較 的 低い 気圧 で 安定 し 
て いる 神経 び け は 無傷 で ある こと が 多い た め 、 
痛み を 感じ る こと が 少な い 、 と いう こと な の 
だ 。 そ を し て 、 こ の 原理 は マン ガ な どの 必殺 技 
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ー 洋 


り 深 き 表 汗 居 詳 束 詳 陸橋 人 
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W か 主 7 記 77 MI TK 
_ る か まい た ぢ "!! 放ち 上 を 切り 1 
川原 正敏 「 修 羅 の 門 」 よ り 。 

と し て も 、 驚 く 程 の 頻度 で 登場 する 。 
スッ ク パパ リ と 血 も 流 る きず ! に 切り 像 く と い う 劇 
的 な 効果 。 バ 真空? 云々 の も っ と も らし い 科 学 
解説 。 必殺 技 の ネタ と し て 、 こ れ ほ と マン ガ 
い 2 る 
か つて の 人 気 少年 時 代 活 劇 「 赤 銅 稚 

の “真空 斬り ? あたり が 、 そ の 元祖 で に 

な い が と 芝 ゅ われ る が 、 と に カ ゝ も よう い 明 く 過 る 
の み 多才 武芸 帳 」 上 国生 三 は 、 
時 明か か か まい だ ち ^ 
に 胸 を 斬り 裂 か れ 、「 炎 の ニン ジャ マン 」( 島 
本 和彦 7 て 1 は 、 そ の 名 も “真空 か まい 太刀 な る 
語呂 合わ せ の 必殺 技 で " 登場 ( 右 図 参照 )! 他 
に も 析 闘技 マ ン ガ 「 和 修羅 の 門 」 JI 原 正 散 の 際 


りう 


典明 流 奥義 龍 成 《 左 ペー ジ 上 図 参照 ) や 、 クジ ャ ッ ク 」 の 中 で 、 こ の か まい た だ ち 現 象 の 
ボク シン グマ ン ガ の 「 リ ング に か けろ ! 」 還 説明 を 図解 入 り で 行っ た り し て いる 。 
me お ( ) フラ ンス JH 代表 の め 生 は シ さら に 必殺 技 系 か まい た ちの キー ワー ド 


、 「 幽 遊 話 書 」 ( 宇 義博 ) で の 乱 章 の) 「 真 空 で 切る ! 」 は 、 ゲ ー ム に も 使用 され て い 
1 枚挙 に いと ま が な い ほ ど が だ 。 る 。 RPG の 大 作 「 ド ラゴン クエ スト 」 シ リー ズ 
お も し ろ い と ころ で は 、 マ ー ジ ャ ン ギ ャ グ (エニックス) で は 、 真 空 を 作っ て 敵 を 斬り き 
マン ガ の 「 ぎ ゅ わん ぶら あ 自 己 中 心 派 」 (所 山 ざ む と いう バ ギ 系 の 呪文 が H より 登場 。 今 で 


さゆ き ) で ゴッド ハン ド 氏 が 行う “真空 自 は すっ か り フ ァ ン の 間 で 定着 し て いる 。 
模 ” (下図 参照 ) や 、 野球 ギャ グ の pi 実際 に 人 間 の カカ で ヾ か まい た ち ? を 超 こ せ 
メイ レー ツ 」 (TH 究 喝 ) で 馬 留 骨 星 児 が 投げ る か どう か は 定か で は な い が 、 庶 構 の 世界 に 


る バ 殺 人 球 ” で も “か まい だ ち "( は 使わ れ て お いて は 、 を それ を 自在 に 使い こなす も の が 、 
いる 。 か の 大 御所 ・ 手 塚 治虫 も 名 作 「 ブ ラッ 次 か ら 6 次 へ と 登場 し て いる の だ ! 


こさ へ 、、 


の S き さき 織 
の さす Ozok 


人 ム 最 強 の 和 雀 師 ゴッド ハン ド 氏 は 、 旋 風 の ご 
と く 早 く パ イ を つも る こと に よっ て か ま 
いた ち 現 象 を 巻き 起こ す ! 片山 まさ ゆき 
「 ぎ ゅ わん ぶら あ 自 己 中 心 派 』 よ り 。 本 
⑯ 「 炎 の ニン ジャ マン 」 島 本 和彦 ・ 小 学 館 少年 サン デー 掲載 、⑤ 川 原 正敏 ・ 川 原 邦 清 講 談 社 33 
月 刊 少年 マガ ジン 、⑨ 片 山 ま さゆ き グ 講談 社 週 刊 ヤ マン グマ ガ ジ ン 





全部 見 せま す 


捜 宜 に 行き 詰まっ た 刑事 。 皿 迫 感 を あお る 
*BGM。「 か まい た だ ち も ? 」 犯 人 を 示す キー ワー 
ド ら し き 言 葉 を つぶ や く が 、 推 理 は まとまら 
な い 。 を そし て 絶叫 。「 わ か らん ! 」 

"か まい だ ちの 夜 。 の CM は 、 刑事 ドラ マ ふ 
ぅ の 展開 だ 。 主演 の 竜 雷 大 氏 は 、 現在 20 代 後 
半 ー30 代 の 人 々 に と っ て は 「 太 陽 に ほえ ろ !」 
(1970-1980 年 代 の 人 気 刑事 ドラ マ ) の ゴリ 
さん と し て な じみ が 深い 。 

「 こ の ゲー ム の メイ ンタ ー ゲ ッ ト は 、20 代 以 
上 の 人 々 。 層 が ピッ タリ 重なる ん で す よ 」 
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放送 

10/29-~-12/11 まで 関東 、 関西 、 中 京 、 北 海道 、 宮城 、 
静岡 、 広 島 、 福 岡 地方 

11/19-~12/11 まで 新潟 、 長野 、 岡山 、 香川 、 熊 本 地方 






広告 代理 店 の 担当 者 は 語る 。 

「 と に かく 何 か 新 し い 、 変 わっ た こと を や り 
だ た か っ た ( 竜 氏 は CM 出演 の 経験 が ほとん ど 
な い ) の と 、 通 常 の SFC ユ ー ザ ー よ り も 高 
い 年 令 層 に アピ ー ル し た か っ た ん で す 」 

2 時 期 の 変更 (当初 ゲー ム は 5 月 ご 2 ろ 発 


売 の 予定 どっ た ) も あり 、 コ ユン テ の 検討 は か 


な り 念入り に 行わ れ た だ た 。 そし て 最終 的 に 残っ 
だ の が 、 ゲ ー ム の 推理 ドラ マ 的 性 質 を 前 面 に 
中 し た この @M。 

メイ ンタ ー ゲ ッ ト の 人 た ち に 向け た 、 隠 し 
ジョ ー ク (タイ トル を 見 れ ば わか る は ず ) も 
ある 、 大 人 の 遊び 心 を く (すぐ で る 作品 だ 。 


( 「 誰 が BA た 「 7 」 デ スク に 肝 を つき 、 思 素 中 の 刑 庫 、 どうやら 
捜査 に 行き 詰まっ て いる らし い 。 

②③ カッ トバ ッ ク で 挿入 され る 、 条 人 現場 の イ メー ジ 。 乱れ た 室内 に 
残さ れ た 、 現 場 検証 用 の 人 型 の ワク 線 。 そし て 、 犯 人 が ナイ フ を 振り 
降ろ す 図 は な か な か の イン パク ト だ ! 

(《④「.…・ か まい た ち ? 」 事件 の キー ワー ド ら しき 言葉 を つぶ や く 。 難 
事件 の よう だ 。 額 に ウッ スラ と 浮か ぶ 汗 。 作 料 が つの る 。 

⑤ 事 件 の 関係 者 た ちの 相関 図ら し き メモ 。 い き な り わし づか み に し て 、 
クン シャ クン ャ に 丸め て し まう 

⑥ 油 し く デ スク を 叩き 、 立 ち 上 が っ て 絶叫 する 刑事 。 後 ろ る で 資料 を 整 
理 し て いた 警官 が 、 思 わ ず 振 り 向 く ほ どの 剣 環 だ 。 

⑦ ゲ ー ム 画面 。 犯 人 の 予告 状 の 部 分 が テレ ビ の 中 の モニ ター に 映し 出 
され る | ん 人 や 12U / イ の が LM 

⑧ 実 は 刑事 が 悩ん で いた の は 、 SF C ソ フト の 『 か まい た ちの 夜 」 が 
解け な いか ら で し た 、 と いう オチ 。 警官 と 一 緒 に モニ ター の 前 で 熱中 
し て いる 刑事 。 


所 属 ノ 佐 古 彰彦 事務 所 

生年 月 目 /1953 年 3 月 5 目 

略歴 / 日 本 天然 色 映 画 、 息 CM ラン ド を 経て 、 平 

成 2 年 に 佐古 彰彦 事務 所 を 設立 。 

最近 作 /「 永 谷 園 ・」 リー グ お 茶 づ け ( ラ モス 選手 )」 
「 大 正 製薬 ゼナ ・ 空 港 訪 (所 ジョ ー ジ )」 





全部 見 せま す / CM の 表 圭 
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M 能 撮影 現場 9 の 秘密 


次 か ら 差 し 込む 光 に も 犯人 ('?) の 振り か ざす ナイ フ は "⑦ の 
意外 な 苦労 が あっ た や 








犯人 らし き 人 物 が ナイ フ を 振り か ざす 場面 。 よ く 












刑事 部 屋 の 窓 か ら 差 し 込む 光 は 、 見 る と 、 結 構 ゴ ツイ や つ だ 。 それ も その は ず 、 撮 影 
作り 物 っ ぽく な ら な いよ うに と 、 に 
窟 の 外 で 本 物 の 木 を 播 すっ て 光 の 型 ナ イフ 。 ス タッ 
動き を 演出 し た 。 し か も 、 葉 擦れ 滴 点 の 場面 と な 


0 Ab まう 。 ちな み に 、 
還 スタ ッ フ の ひ 


| | @ 宮 長 : 200 ミ リ 

。 @ 鉛 造 元 : 

。 岐阜 県 関 市 

「 金 龍 刃物 製作 所 」 
TEL:0575-22-3066 





飛び 散る 吸殻 、 舞 つ 灰 煙 


板 人 現場 シー ン の 意外 な 秘密 こん な 部 分 も 気 に し て ます 
殺人 の 場面 は 回 想 風 モノ クロ 画面 。 実 は 血 が ど 刑事 が デス ク 
ぎ つ す ぎる と 任天堂 か なら チェ ッ ク が 入ら な いた だ ため に こつ を 叩い て 立ち 上 










の 処置 だ 。(S F 倫 獲 間 、 デ ス 


度 )。 ま た 床 浮き 
フロ ー リ ング 上 が り この 
に し た 理由 は 、 吸殻 は 、 の 喫煙 カ 
演出 の た め と 同 の た ま も の な 

時 に 「 掃 除 が 楽 こう し た 小道 具 が 刑事 の 動き の 激 
だ が も 。。 し る を る さり げ な く 〈 く 表現 し て いる 。 


ロッ カー の 書類 は 
殺人 事件 の ファ イル ! 





刑事 の 後ろ の の ロッ カー に は 、 資 
料 や ファ イル が ギッシリ 。 よく 見 
る と 、 と どれ も 「 〇 〇 組 人 事件 資料 」 
と か 「 〇 〇 事件 調査 ファ イル 」 な 
と の タイ トル 





だ びに 同じ 図 を 書 


%J の "か まい た ち 殺 人 事件 捜査 本 部 」 





34 ペ ー ジ の 絵 ユ ン テ を 良く 見 る と 、 捜 査 本 部 の 








全部 見 せま す / CM の 表 裏 






景 華 な 天井 付き セッ ト の 真相 は ……” 





この 撮影 で は モット が 天井 まで 組ん で ある 。「 カ メ 
ラ 位置 が 近い ん で 、 竜 る さん が 立つ と すご い ア オリ に 
な っ て 天井 まで 見 え ち ゃ うん で す よ 」 そ の 立ち 上 が 
り の 場面 は 、 竜 さん の スピ ー ド に カメ ラ が 追い つい 
て いけ ず 、 何 度 も 
撮り 直し に 。 
で は 一 瞳 で 終わ 
馬 ま の の カ *…… 








「 実 は 大 ファ ン で し た 」 
中 村 社 長 の 大 いな る 野望 





撮影 現場 を 訪れ た 中村 光 一 さん は 、 
実は 昔 か ら 竜 さん の 大 ファ ン 。 終始 
ニコ ニュ と 撮影 の まう す を 見 守り 、 


さ 


看板 が 傾い て いる 場面 が ある 。 キ チン と か か っ て 
いる 看板 が 、 カ 
シン 6 個 く E い 
も の で 、 実 際 
撮影 $ 行 われ 
だ 。 時 間 の 都合 
で カッ ト さ きれ た 
が 、 そ の デキ 映 
え ぇ は 御覧 の 通り 。 
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この ゲー ム な ら 
作家 で も いけ る 


と 思っ た ん で す よ 





それ は 「 第 切 草 」 か ら 
は じ ま っ た 


ーー『 か まい た ち 」 に 参加 され た きっ か け は ? 

チュ ン ン フト が 、 何 人 か の ミ ょ ステ リー 作家 
を モニ ター と し て 選ん で 、『 弟 切 章 」 を 送り 、 
アン ケー ト を 取っ た ん で す よ 。『 弟 切 草 が 発 
売 さ きれ た の が 昨年 の 3 月 で すか ら 、 4 、5 月 
で すね 。 そ の と き に 、" 僕 は も う や っ て ます 。 
ドア ドア の ころ か ら 知 っ て ます 』( 笑 ) と 感想 
を 書い た ん で す 。 それ が 、 中 村 社 長 の 目 に 留 
まっ て 、 爾 ん で くれ だ そう で す 。 

7 月 に チュ ン ソ フト の 方 が 京都 まで 会 い に 
来 て て れ て 、 それで 僕 が ゲー ム の こと に も くく 
わし いと いう の が 分 か っ て ……… じゃ あ 、 や り 
まし も し k う 1 よい うと と に な っ だ ん で す 。 

『 弟 切 草 」 を や っ て みて 、 自 分 の 仕事 に 近い 
ジャ ン ル が 初め て 出 て きだ っ て 感じ が し まし 
だ 和 ね 。 それ まで の アデ ド ペン チャ ー ゲ ー ム より 
も 文章 量 が 多い 分 、「 僕 だ っ た だ たら こう や る 」 と 
いう アイ デア も すでに あり まし た が ら 。 

を それ に 、 テ キス ト を 読ま せ て 音楽 を つけ る 
と いう の は 作家 と し て は 、 一 番 楽 し みな と こ 
ろ で すか ら ね 。 

実際 、 モニ ター の 依頼 が あっ だ た ときには 
も し か し た ら 参 加 す る こと に な る か な ……… と 
いう 予感 は あり まし だ 。 け れ ど も 、 ひ と り で 
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全部 書く と は 思い ませ ん で し だ 。 ア ドバイ ス 
程度 と か 、 シ ナリ オ の 一 部 を 書く と か 、 校 正 


する と か ね 。 それで も 、 シ ナリ オ を 上 げ れ ば 、 


あと は で きる の を 待っ て れ ば いい の か な 、 な 
ん て 思っ て まし だ 。 で も 、 そ う は いか な か っ 
だ 。( 笑 )。 丸 まる 2 年 間 、 お 付き 合い する こ 
ほな り まし た 。 

東京 の チュ ン ツ フト に こも っ て 作業 し て い 
だ 時 期す ら あ る ん で す よ 。 言う と ころ の 向 
詰っ て や つ で す 。 去年 の 年 末 く ら 6 い と 今年 
の 初め に も や り ま し た ね 。 計 3 回 くら いや っ 
て ます ね 。 2 週間 が 1 回 、 1 週間 が 2 回 。 
ホテ ル は チュ ン ソ フト か ら 5 分 くら い の 所 
で 、 そ こ か ら 通 っ て まし た 。 缶詰 し いっ て も 
チュ ン ソ フト に 出勤 し て な た ん で すけ と ど ………。 
朝 11 時 ご ろ に ホテ ル か ら 出 勤 し て 。 供 は 社員 
と 一 緒 に 食べ て 。 夕 方 まで 仕事 し て 帰る 、 と 
いう の を や っ て だ ん で す 。 

デバ ッ グ の 時 期 に 、 分 岐 な ど で 辻 複 が 合わ 
な い 所 を 修正 する た だ た め に は 、 ど うし て も 書い 
だ 本 人 が 、 を ば に いな いと だ め な ん で す よ 。 


文字 数 こそ 少な い が 
小説 より も 密度 は 濃い 


小説 原告 執 筆 と 違う 点 は あり まし た か ? 
画面 の 文字 数 が 少な い の で 、 場 面 転換 の リ 





ズム が 小説 と 違う ん で す よ ね 。 特 に セリ フ は 、 


1 画面 内 で 完結 きせ な いと いけ ませ ん よね 。 
普通 の 本 の 1 ペー ジ よ り も 文字 数 は 少な いけ 
れ ど 、 め くる 感覚 は 一 緒 な ん で す 。 め くっ て 
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も ずっ と 会 話し て た ら 、 間 が も た な いと 思う 
で し ょ 。 本 を 読み 慣れ て な い 人 も いる で し ょ 
うし 、 ペ ー ジ が 変わ る た びに 場面 が どん どん 


秋 わ ら な いと ダメ な ん で す よ 。 
原稿 は 感じ と し て は 、 長 いも の だ と 長編 小 
説 並 の 密度 が あり まし た ね 。 


ー 一 脚本 執筆 に 関し て 、 中 村 さ ん か ら は 何 か 
オー ダー が あり まし た か ? 

ほとん と ど と な か っ た で す 。 だ か ら こ っ ち も 手 
探り 状態 で '「 こ うい う の は 技術 的 に どう で し 
ま ポラ 28 が 言う と 「 伺 と か し まず よ 」 っ て 。 
な ん で も 言っ た 通り に な っ て し ま う 。( 笑 )。 

それ で も 、 打 ち 合 わせ は か な り 重 わ ね て ます 。 
毎月 、 京 都 や 東京 で 会 っ て 、 そ の と き に 原稿 
を 少し ずつ 渡し て いっ だ ん で す 。 それ を 読ん 
で も ら っ て 、「 も っ と こう いう 感じ に な り ま せ 
ん か 」 と いう 提案 は あり まし た ね 。 制 作 を 進 
め て いく な か で 、 チ ュ ン きん の は ほう $ も 考え が 
まとまっ て いっ だ みた いで すね 。 

『 和 弟切草 」 は 同じ 長き の 話 が 並行 する 形 で し 
た 。 今回 は じっくり 読ま せよ うと いう ユン セ 
プ ト ト が 固まっ て いた ん で す 。 

初 っ ぱ な に ドン と 長い エピ ソー ド を 置い て 、 
2、3 回 や り ご だ た え の あ る 本 格 ミ ステ リー 
編 ′ を 楽し ん で も ら う 。 そこ か ら 先 は 、 バ ラ 
エ テ ィ イー に 富ん だ 話 を 続出 させ な よう と いう こ 
と (に な っ だ ん で すね 。 

例え ば バス パイ 編 ^ で は 、 ス ノー モー ビル 
の 追撃 戦 。「 0 0 7」 シ リー ズ で スキ ー の 追い 
か けっ こ が あ る ん で す よ 。 宇山 で 、 ぜ ひ や り 


氏 自 身 ゲ ー ム に は 目 が な い 。 ゲ ー 
ム 歴 は 中 学 か ら 。 パ ソコ ン か ら 家 
庭 用 ゲー ム 機 まで ほとん と 制 穫 。 


だ た か っ だ ん で す 。 ス ピー ド 感 や アク ショ ン は 
表現 し に くい は ず な の に 、 ス タッ フ の 方 々 が 
が ん ば っ て くれ まし だ 。 他 に も 、 オ カル ト 、 
エッ チ 、RPG…… か な り 、 い ろ い ろ な 妥 素 
プチ 込み きま し た れ ね 。 

結末 と し て 入れ だ く て も 入れ られ な か っ だ 

、 犯 人 が 本 当 に 「13 日 の 金曜 日 」 の ジェ 
イソ ン み た だ た いな 殺人 だ っ た と いう アイ デア 
で ずれ ね 。 

最後 、 血 み ど ろ の スプ ラッ ター に な る 、 と 
いう の も あっ だ ん で す 。 で も 、 本 編 が スト ー 
リー に よっ て は 、 血 み ど ろ に 近い 状態 に な っ 
だ た ん で 、 別 に や ら な く て も いい か 、 と いう こ 
と に な っ て 。 ( 笑 )。 
ーー すべ て の 話 を ご 自分 で 書い た ん で すか ? 

基本 的 に は 全部 を う で す 。 

た だ 、 デ ィ レ クタ ー の 麻 野 さん と いう 方 が 、 
チュ ン ソ フト で 唯一 文系 の 方 な ん で す 。『 第 切 
革 」 で ノウ ハウ は 分 か っ て る ん で 、 選 択 肢 が 
足り な いな と 思う と 、 脇 の 分 岐 を 書い て くれ 
着 ひ も で くだ きっ だ ん で すず 。 


「 怪 奇 大 作戦 」 
恐怖 の 思い 出 


ーー タイ トル の “かまいたち” と いう の は 、 
どこ か ら 発 想 さ れ た ん で すか ? 

僕 が 小学 生 の と き に 「 怪 言 大 作戦 」 と いう 
番組 が あっ て 、 そ の ワン エピ ソー ド に 「 か ま 


い だ ち 」 と いう タイ トル の 話 が あっ だ ん で す 。 


人 間 が 一 時 で バラ バラ に な る 事件 で …… あれ 





が すご く 〈 く 恐かっ た 。 こ の 番組 の ね か げ で “か 
まい た ちち 現象 ? と いう の も 覚え て 。 ( 笑 )。 
それから 、 陣 分 経っ て ……。 デ ヂ デビュー 前 に 


で すね 、 それに 触発 され て 小説 を 書い た こと 
が ある ん で す 。 同 じ 「 か まい だ ちの 夜 」 とい 
う タ イト ル で 。 も ちろ ん 中 身 は 別 の 庄 で すし 、 
それ 自体 が 世に 出る こと は な いと 思い ます 。 

だ か ら 、「 か まい だ ち 」 と いう 言葉 に は 、 小 
さい ころ 頃 か ら 執 着 が ある ん で す よ 。 

それ と 人 間 カ が バラバラ に な る の は ホラ ー っ 
ぽく て 良い か な と 。『 弟 切 草 で も 感じ だ こ 
な の で す が 、 メ ディ ア の 雰囲気 自体 が 微妙 に 
ホラ ー 志 向 で すか ら ね 。 そ うい う の に 向い て 
を う の の 1 。 

周 じ ミス テリ ー で も 2% ズ ル で は な く ホ ラー、 
オカ ルト っ ぱ ぽい ほう が 、 演 出 の 効果 も 期待 で 
きる だ ろう と 、 論 理 的 に 積み 重ね て いっ て 出 
て きた 結論 で すね 。 
ーー 舞台 を 寺山 の ペン ショ ン に し た 理由 は ? 

ミス テリ ー を あま り 読 ほな い 人 だ ち も プ ブレ 
オ ずる と いう こと 上 を 大 えて で て 、 ボ ポー ツ ド ックス 
が 物 で 行こ うと いう こと に な っ だ ん で す 。 生 
場 人 物 を 限定 し て 、 閉 鎖 き る れ た 空間 に 閉じ 込 
め ら れる と いう 設定 で すね 。 

普通 の 人 が 感情 移入 し や すい 話 で 、 る さらに 
『 弟 切 草 」 と 同じ く 主 人 公 が 若い 男女 で ある 。 
を その あたり を 考慮 し た 結果 “雪山 の ペン ショ 
ン た Me9 2 舞台 が 、 で きる き 上 が っ だ ん 代 ず の さ 。 

当初 、 舞 台 ( # 明 味 だ っ た ん で す 。 全国 を 相 
手 に する も の な の で ロー カル な 地名 を 出し た 
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く 〈 く は な か っ た ん で す 。 関西 の 人 も 関東 の 人 も 
行く し 、 日 本 の 真ん中 と いう こと で 、 信 州 と 
書い た ん で す よ 。 信州 な ら 、 和 白馬 だ ろう 、 と 
いう こと に な っ だ ん で す 。 

今年 の 2 月 チュ ン ソ フト の 方 々 と 実際 に 
白馬 の ペン ショ ン に ロケ ハン に も 行っ た ん で 
す よ 。 で も 、 を の 時 点 で は プロ ッ ト は ほとん 
ど ま と まっ て い だ た の で 、 あ まり 役に立ち ませ 
ん で し だ た 。 ス キー は 楽し か っ だ で す 。 ( 笑 )。 


" 音 " と " 及 " 
の 効果 は 大 きい 


ーー で き 上 が っ た ソフ ト を プレ イ し て みて 、 
いか が で し た か ? 

先ほど も 言い まし だ けど 、 一 番 大 きい の は 
^ 音 でしょ う ね 。 音楽 と か 効果 音 と か 。 や 
は り 、 盛 り 9 上 が る と ころ で 盛り 上 が る 音楽 が 


怪奇 大 作戦 "かま いたち” と は !? 


か か る と 効果 が 倍増 し ます よね 。 音楽 は > 
に は 絶対 に な い 有 要素 な ん で 。 映 像 は ある 程度 
読ん で る 人 の 想像 力 に 任せ て も いい 部 分 な ん 
で す が 、 音 楽 は どう し よう も な いで すわ ね 。 
な ん で も な い 映 像 や シナ リオ で も 、 音 楽 で 
無理 矢 理 盛り 上 げ る こと が で きる で し ょ 。 プ 
オイ ヤー し て も 作 鶴 と し て も ラッ キー な こ 
と だ と 思い まし た ね 。 

それ に 今回 は 、 気 持ち の いい 絵 が いっ ぱい 
ある ん で 、 つ い 見 入っ て し ま う 5。 実写 の よ 5 
で 実写 じゃ な いで すか ら 。 こ れ は 社員 の 人 と 
も 話し て いた ん で す が 、 次 世代 機 で CD 一 R 
OM を 使っ て 、 完 全 な 実写 映像 の 『 か まい だ 
ちの 夜 』 が で きだ た と し て も 良く は な いと 思う 
ん で す よ 。 2 時 間 ド ラマ みた いな キャ ステ イィ 
ング で や っ て も つま ら な か っ た でしょ う ね 。 
ー 一 登場 人 物 を シル エッ ト に する と いう アイ 
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デア 中 ど が た が ? 

僕 で す 入 。、 だ だ ここ まで すご い こと に な る 
と は 予想 し て ませ ん で し た 。 ( 笑 )。 

『 弟 切 草 」 の と き は 、 人 物 の 顔 を 意図 的 に 出 
き な か っ だ そう な ん で す 。 で も 、 今 回 は 人 物 
が 多い ん で 、 そう いう 訳 に は いか な い 。 

それ に 、 談 話 室 で た くる ん の 人 が 話 を し て 
いる と き に 空っぽ の 椅子 が 号 っ て だ ん で は 、 
間 が 抜け て る で し ょ 。 それで 「 昌 で も 描い だ 
ら ど う で すか 」 と 、 言 っ だ ん で す 。 で も その 
と き は 、 動 か し て くれ と 言っ た つも り で は な 
か っ だ ん で す よ 。( 笑 )。 

と ころ が 、 で き 上 が っ だ の を 見 た だ たら 、 力 が 
入っ て て 、 ひ と り 一 人 の デー タ が 、 彰 で 見 分 
けが 付く くら い に し っ か り 作 っ て ある 。 それ 
を 各 場 面 ユ コン テ を 描い て 、 動 か し て ……。 猫 
は 走る し 。( 笑 )。 

封 意 で す よ ね 、 気 合い が 入っ て ます よ 。 


ミス テリ ー と ゲー ム 

サウ ンド ノベル の 未来 

ーー サウ ンド ノベル の 可能 性 は どう お 考え で 
ず すず が? 

凌 か ら 。 パ ツラ ユン の ゲド ペン チャ ー テ ゲー ふぁ 
は 好き で 、 よ く や っ て いま し た だ た 。 で も 、 學 存 
の アド ベン チャ ー ゲ ー ム は 、 推 理 する 必要 が 
な い 。 せ っ か く ミ ステ リー 物 が ある に も 関わ 
ら ず 、 を そこ に は 推理 の 要素 が な い 。 ゲ ー ム を 
解く た め に は 、 シ ラミ 潰し に コマ ンド を 選択 
し て いけ ば いい 。 それ は 、 違 うな と 思う ん で 


騰 還 

2 に 
詳 光 

6 
層 史 E 

も 





す 。 ア ド ベ ンチ ャ ー と いう ジャ ン ル は 、 推 理 
に は 適 き な いと いう 気 が す る ん で す よ 。 

今回 の 『 か まい た ちの 夜 』 で は 、 選 択 肢 次 
第 で プレ イ ヤー を 結構 誘導 で き 、 選 択 に よっ 
て は 、 解 っ て る 人 は ちゃ ん と 選べ る けど 、 解 
ら な い 人 は 、 そ こ か ら は じき 出 き れ て し まう 。 
サウ ンド ノベル は 分 類 的 に は アド ベン チャ ー 
な ん で し ょ うけ ど 、 で きれ ば 単なる ゲー ム と 
し て で は な くく 、 ひ ょ つの メデ ィ イア に な あれ ほお 
も し ろ い と は 思い ます ね 。 

た だ 、 他 が 追随 し て こない 限り は 、 メ デイ 
ア と し て 定着 し た と は 言い 難い で すね 。 競合 
する 物 が あっ て 初め て ジャ ン ル と し て 確立 で 
きる の で は ほな いで し ょ うか 。 





次 回 作 は 
今 ま で に な い シ ステ ム で 
次 回 作 の 構想 は ? 


今回 と て も 仲良 く 仕 事 が で きだ ん で 、 中 
村 社 長 と 「 ま た や ろう 「! 」 と いう 話 は し て る 
し 、 ア イデ ア な ども いく つか あり ます 。 

で も 、 僕 は サウ ンド ノベル で は も う や ら な 
ke と 思い ます 。 こ の シス テム で 中 だ いく と 
は 、 ほ と ん ど や ら せ て も らい まし た か ら 。 

を れれ に 、 と の シス テム 條 は で き 信 いこ と を 
二 ん て る ん で ms も 。 ラン シド セ ョ ー ク で 
な いと で き な い こと 。 今 の シス テム は ゲー ム 
ブッ ク で も で きる で し ょ 。 紙 媒体 で も 不可 能 
で は な いで す よ わ 。 だ か ら 今 度 は コン ピュ ー 
久 で し か で き な い こと を 考 ん て いる ん で す 。 
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見 た 目 は サウ ンド ノベル と 同じ で 、 ひ だ すら 6 
テキ スト を 読む よう な 物 。 け れ ど 、 ま っ だ く 
シス テム が 違う 物 を 考え て ます 。 た だ 、 そ れ 
が 可能 か どう か は 、 ま た 相談 で すわ ね 。 ( 笑 )。 
ー 一 今後 も ゲー ムク リエ イタ ー と し て 進ま れ 
る の で すか ? 

いろ いろ と アイ デア は あり ます よ 。 誰か が 
作っ て くれ る ん だ っ た だ た ら 6、 当 然 作 っ て 欲し い 
で す 。 で も 、 そ れ を 仕事 に し よう と は 思っ て な 
いで す 。 遊ん で る ほう が 楽し いか ら 。 ( 笑 )。 

本 業 の ミス テリ ー が 中 断 し て し まっ た 感じ 
な ん で …… 短 編 は ずっ と 書い て た ん で す が 、 
長編 を 書い て な か っ だ ん で …… こ れ か ら は 本 
業 の ほう へ 戻り ます 。 

次 世代 機 ラ ッシュ の ほとぼり が 冷め な いと 、 
この 先 ど うな る か 分 か り ま せん が 、 映 像 で は 
な く 〈 く 、 中 身 を 主眼 と し た よう な 物 が あっ て も 
良い か な と は 思い ます 。 

アド ベン チャ ー は 、 あ まり 映像 表現 の み に 
走っ ちゃ うと 、 ま る で 映画 の よう な ゲー ム に 
が つて し まう で し ょ う 。 そ を それ に デレ イヤ ギー6$ 
目 が 肥え を て き て 、 ポ リ ゴ ン を 見 て も 誰 も 驚か 
な い 。 実写 は 当たり 前 な ん て 時 代 が 来る か も 
知れ な い 。 そう いう 状 況 に な る と や は けり 今度 
は 中 身 が 問題 し いう こと に な る と 思う ん で す 。 

そう いう 点 で も 理系 の 人 人 だけ で は な く 、 文 
系 の 人 も 参加 し て くる 、 コ ンピュータ が 分 か 
ら な い 人 で も 参加 し て くる と いう 状況 が ゲー 
ム が 成熟 し て いく 上 で 必要 だ と 思う ん で す 。 
(1994 年 11 月 6 日 京都 府 自宅 に て ) 
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「 か まい た ちの 人 夜 』 で 我孫子 ワー ルド に 
引き 込ま れ た 、 あ な た の た め の 


目 本 遇 周 の 亡 匠 、 大 艇 登志 
AL( ほど の 大 仕掛 の 謎 は 7 


PPpE 





ー も 。 人 間 還 
g * 束 走 の 日 。 児 達 、 腔 さぶ 
人 形 は こたつ で 推理 する IT 


衝 の 科 作 が 乱入 
前 代 未 聞 の 人 形 探偵 が 初 合 


及 。 場 。 幼稚 園 の 保 生 、 睦 月 が | 硬 (( 4 
2 0 委 庄 術 上 上 (4 ( [ 


60 円 ( 培 A み ) 






MM _。 _ 惨殺 2 


_ 歪 み と 成 て 退 届 な 





760 円 (税込 み ) 
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コ ゴリ さん 
か らん 扇 


コリ ミ ん 人 し 言う 出 作 用 2 まし / ら 5 の 
夜 』。 を プレ イ し て いる 刑事 、 ゴ リ さ ん の 


ゲー ム 進 行 具合 い を 追っ た も の で ある 。 状態 だ 。 


わか ら A 篇 ” は 、 ゲ ー ム を 始め だ ば か 
り の ゴリ さん の よ うす 。 犯 人 の 目 星 と どこ 


ゴリ さん の 華 竹 な る 三 段 活用 


還 太 氏 を 起用 し た この 広 舎 は 軍 作 形式 を こっ て お り 、 


3 タイ ブ が 制作 され た 。 第 ] 弾 は 発売 3 


誌 に 掲載 。 ゴ リ さ ん が プレ イヤ ー の 想い を 代弁 する | 


〆 さ 泊 ・ 人 ro チュ ン ソフ トー テレホンサービス 
株 式 会 社 チ ュ ン ソフ ト mgRgERE2t-20 に ユエ と な アイ た イナ 】 
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。 へ と 河田 投 星 さ , 選 | 


4 語 で 人 


* 同 . 妥 
< 人 劉 と 池 廊 生 側 表 0 回 r ッ 


に 】 


に 3 いい さ 1 は ける の に 1 に IE 


WT に.1 


掲載 待 期 : 

* わ か らん 篇 ′ が 11 月 中 旬 ~ て 12 
月 初旬 。` わ か っ た 篇 "は 12 月 中 
旬 下 旬 。 ピン ク の ゴリ さん 
篇 は 1 月 と な る 予定 。 


ろか 、 事 件 解決 の 糸口 す 6 ら 見 つけ られ な 
事件 は 早く も 迷宮 に 入 り 。 五 里 霧 中 
ョ コリ 840 (人 | /〉2 


s 昌 訪 図 作り 多 ど 如 ゆ ひこ は 玉 有 
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ずみ | 


ささ S 更 代 
ベ 強 S 
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7 で 
ー ぐ ご べ や 





< 芝 \ 


SS ゆう 














左 は 制作 記 租 の デザ イン 
で 、 実 際 に は 右 の 写真 が 合 






















NTICU 衣 1 用 る れる 。 こ の 第 2 弾 で は 
6 1 \ い | ゴリ さん も つい に 事件 の 謎 
Hs 1 を 解明 ! し か し 、 新 た な 。 

6 上 人 二 還 | 事件 が ゴリ ミ ん を 待 。 | 






5 受け る …。 硫 胡 M 


株 式 全 社 チ ュ ン ソフ ト 1 
誰 新 衝 6-24-20 












Ge の の ビン クノ の ミリ 
さん 騙 '。 ゴリ さん 、 最後 の 
試練 、 ピ ンク の し お ちり が 出 
現 。 年 嘩 ご っ くん ストーリ 


ん / ー の 連続 に ゴリ ミ ん は 
〇 






に A 
SY 





NH ピン ク 色 に 包ま れ て 、 
Sao フト 較 sefe 0 








掲載 予定 雑誌 リス ト 


「 週 刊 フ ァ ミ コン 通信 」「 フ ァ 





今回 の 広告 の アイ ディ ア は 、 す で に ひら めい | "ミリ ー コ ンピュータ マガ カジ 
た だ も の で 、 一 発 で ゴー サイ ン が 由 た ん で す 。 竜 | ン 「The ス ー パ ピラ ァ ミ ョ 
罰 さん の 持つ 勢い を 活か せ た お か げ で 、| ン 」「 二 概 ス ー パ ー フ ァ ミ コ 
単純 明 挟 で し か も 強い アピ ー ル 度 を | 。 ン 」「 一 王 」「GAME ON」「GA- 
目 持っ た も の に 仕上 が り ま し た 。 ち な | MEMWALKERJIGAME びあ 」 

み に 最後 の 広告 は 、 画 面 の 照り 返し で ピン ク 色 | SPA!」' 日 経 ト レン ディ 」 


に 染まっ て る し いう 設定 な ん で す よ 。 | ほか 。 
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% あの 起動 の の ZSh が BGM で 菊 る ノ 


『 か まい だ ちの 夜 の ゲー ム BGM 
を 収録 し た 、 オ リ ジ ナ ル サ ウ ンド 
トラ ッ ク 。 ゲ ー ム で 味わっ だ あの 
感動 、 興 奮 、 恐 短 が 多 る 。 

メイ ン テ ー マ を 始め 、 事 件 解決 
の 時 の テー マ で 音楽 や 、 泌 な し に は 
歌 を な い 香 山 き ん の テー マ $ 入 っ 
て いる 。 全 38 曲 収録 。 





2331 唱 
CGI し ED 
か まい た ち !! 


声優 に よ る サウ ンド スペ シャ ルド ラマ を 収録 。 
クー ム に は 人 4) / オ リン ソノ バ | リ ( 【\ 
う ひ と つの 『 か まい た ちの 夜 』」 が 楽し め る 。 

また だ 、 こ の スト ー リ ー は 本 編 と リン ク し て お り 、 
ゲー ム の 中 に 隠さ れ た だ た 、 ふ た だ つの 重大 な 秘密 に 関 
すす 2 トレ ント 0 人 し (し 6 の 2 





「 カ 





我孫子 武丸 より 


CD リト ラマ ィ マ の スト リ は 8 / // ソ ん て 思っ た の が 元 に な っ て いま す 。 戸 優 


フト の 制作 途中 で 、 宇 宙 人 と か UEFO の 出 さん が 声 で 綴っ た も う 5 ひと つの 「 か まい 
て くる SE っ ぱ ぽい 話 $ も あり か な あぁ 万 ん た ん b。 やせ ひ 間 し) (2 10(7AL 
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| ドラマ CD 収 録 現場 


NAM 
狭い スタ ジオ は いっ ぱい に 。 出番 
人 OUUU 
の 前 に 立ち な が ら 、 熱 帝 を 披露 。 

収録 に 要 し た 時 間 は よそ 6 時 
間 。 キ ャ スト の 良き も 手伝っ て か 、 
収録 は 非常 に スム ー ズ に 行わ れ た 。 





① 諦 野 善 之 (田中 一 郎 役 ) 


主 な 出演 作 : 「 美 少女 戦 エ セー ラー 還 蘭 了 , 
ムー ン 」「 ド ラゴン ボー ル Z」 | b ト 


② 豊 嶋 真千子 (篠原 みどり 役 ) 


主 な 出演 作 : 「 美 少女 戦士 セー ラー ム 
ー ン S」「 マ マレ ー ド ・ ボ ー イ 」 

③ 水 島 由子 (渡瀬 可奈 子役 ) 
主 な 出演 作 : 「 鍼 狼 伝説 」、「 キ ッ ス は 
瞳 に し て 」「 マ マレ ー ド ・ ボ ー イ 」 
④ 新 山 志保 (河村 亜希 役 ) 
主 な 出演 作 : 「 テ レ マ ル シェ 」「CNN 
共 イ 1 の ウオ リッ プ | 

⑤ 笠 原 留美 (北野 啓子 役 ) 

主 な 出演 作 : 「 ツ ヨシ し っ か り し な 
0 0 「 機 神 兵 団 」 
⑥ 大 塚 瑞恵 (本 今 日 子役 ) 
NO :・「 ツ ヨシ し っ か り し な 
きい | |! シン ソソ ンス ズ 」 





⑦ 洋 野 幸 正 (〈 灯 二 郎 役 ) 
主 な 出演 作 :「 ま ん が どう し て 物語 」 
「AKIRA」「 銀 河 英雄 伝説 」 
⑧ 関 根 明子 (香山 春子 役 ) 
UI 「 ね る と ん 紅 鯨 団 」「 モ 
シク ンー | 

⑨ 間 時 一 彦 (香山 誠一 役 ) 
主 な 出演 作 : 「 キ ン 肉 マン 」「YAWA 
RA 「 勇 者 特急 マイ ト ガ イン 」 

鮎 龍 太郎 (久保 田 俊 夫役 ) 
以 ラ ムダ レク | ママ 





2 人 
ー ド ・ ボ ー イ 」 


0 月 24 目 。 アバ パコ クリ エイ ティ ソノ ス 
タ ジ オ に て 収録 。 


緑川 光 (矢嶋 透 役 ) 
主 な 出演 作 :「 新 世紀 GPX サイ バー 
フォ ー ミ ュ ラ 」「 ス ラム ダン ク 」 

⑫ 立 馬 由 美 (」\ 林 真理 役 ) 

主 な 出演 作 : 「 ロ ー ド ス 島 戦記 」「 ぼ ぽ 
く の 地 球 を 守っ て 」 

<⑬ 灯 延 年 (美樹 本 洋介 役 ) 
主 な 出演 作 : 「 機 甲 警察 メタ ル ジ ャ 
ッ ク 」「 蒼 き 伝説 シュ ー ト 」 
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日 馬 と こい えば 、 ま ず は スキ ー 
その スケ ー ル は 世界 屈指 








雄大 な 北ア ルプ ス 連 峰 の 懐 に 広がる 白馬 ス 
キー 場 は 、 ス ケー ル 、 積 雪 量 、 雪 質 の 三 拍 子 
そろ っ た 、 世 界 届 指 の スキ ー の メッ カ 。 

1998 年 の 冬季 オォ オリンピック の 会 場 に も 決 
定 し て いる 。 な か で も 物語 の 舞台 と も な っ だ 


八方 尾根 スキ ー 場 は 、 ビギナー か ら 上 級 者 ま 
で が 満足 で きる 多彩 な コー ス を 誇り 、 特 に こ へ MI 


この リー ゼン スラ ロー ム を 滑る の は 、 ス キー 2 
ーー ゴ ピー ル 、 い 2 口 8 で 富 
ヤー の 憎 れ と 言わ れ て いる 。 る 6 人 乗り 時 ド ント の P グ ke 








e7. 





4A 人 人 生 的 な スキ ー 場 が 点 在 する 、 ま さ に スキ ー パ ラダ イス 。 12 月 初旬 > 5 月 初旬 まで の 間 、 た っ ぷり と スキ ー が 楽し め る 
の も うれ し い 。 リ フト の 数 や ゴン ドラ が 充実 し て いる の で 、 移 動 も ラク ラク 。 特 に ゴン ドラ は 、 暖 か く て 御 機 嫌 ! 
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客 地 や コ 角 堪 選 
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日 馬 美 術 館 





色彩 の 魔術 師 ・ シ ャ ガー ル の 版画 を 多数 展 
示 。 館内 で は 、 彼 の 生涯 と 代表 作 を 盛り 込ん 
だ スラ イド も 上 映 き れ て いる 。 

料 800 円 プ 時 9:00 て 18:00( 冬 期 10:00~17: 
00) 毎月 最終 水曜 休館 / 谷 0261-72-6084 


和田 の 森 美術 館 





会 前 に 建つ 、 レ ン ガ 造り の 美術 館 。 愛 い 
を 帯び た 美人 画 で 有名 な 、 カ シ ニ ョ ー ル の リ 
トグラフ コレ クシ ョ ン が 展示 され て いる 。 
料 400 円 ノ 開 館 時 間 、 休 館 日 は 季節 ご と に 
異な る 。 事 前 確認 を 。/ 谷 0261-72-5048 


和田 の 殺 教 華 





白樺 の 中 に た た ず む ロマ ン テ ィ イッ ク な チャ 
ペル 。 ここ で の 結婚 式 に 0 
と か 。 式 の 後 、 を の まま 参加 者 と と も に ゲ 

ン デ を 党 る と いう 用 な ら で は の 本 林 式 学 
げ ら れる 。 敷地 内 に は 洒落 た ティ ー ル ー ム も 
ある 。 自 然 の 中 で 飲む お 茶 は 、 ま た 格別 ! 
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白馬 に は 、 知 る 人 ぞ 知 る 個性 的 な 美術 館 や _ 
史跡 が 多数 点 在 。 ス キー や ハイ キン グ の 合 
間 に ぜ ひ 足 を 運ん で みよ う 。 そ し て 遊び 疲 
れ た ら 、 温 泉 に つか っ て 、 名 物 に 舌鼓 | 


切 久保 神社 





旧 松 本 沙 の 四 大 社 の ひと つ 。 七道 祭 で 使わ 
SNE 七道 の 面 が ある 。 その 中 
> る ” と いう 妊 


の 般若 の 面 に その 昔 ^ お ヵ 
AL 
い 嬉 を 驚か を う 
BS200 だ も と みろ 
顔 か ら は が れ な 
〈 く な っ て し まっ 
だ た と いう 伝説 が 
残っ て いる 。 
















信州 と いえ ば 、 格 麦 。 白 
馬 の 銘 水 で 打 た れ た 著 麦 は 
る さすが に 美味 ! また 、 中 
に に AU NO OO ) お や き ( 

00 お みや げに は 、 
元 芸術 家 が 彫っ た 木彫 の 小物 や 手作り ブ 
0 時 沢 来 な と が お すす め 。 


サクッ と し た 歯 触 り の 記 「。 
銘菓 、「 十 鳥 の 里 」。 4 


駅 岳 く の 民芸 品 店 
で 見 つり た ら 」 っ 
晴 こ 4 チ な 道 祖 面 。 















か ぎ き り 


風 切 地蔵 


落 倉 の 道端 に ひっ を そり 
立つ この 地蔵 。 見 る と 手 に 
涯 を 持っ て い 2。 の 錬 て 
作物 を 風 や 虫 、 病 気 か 6 守り 、 
人 に 災い を も た だ たらす 悪 吐 を 追 
い 払 っ て 《 れ る 2 と いう の だ 。 
を の だ め 、 今 で も この あ だ 
こ は 、 鎌 を 立て て 風 を 断ち 
切る と いう 風習 が 残っ て いる 
し いい 



























キア ルプ 2 有 計る 
温泉 に は 小日向 みみ ずく 〈、 第 一 衝 、 
第 一 卿 な ど 様 々 な 
浴場 が 点 在 。 泉 質 

は アル カリ 性 。 単 
純 泉 で 疲労 回 復 や 
筋肉 痛 に よく 効く 
と か 。 ス キー の 後 
こ は も っ て こい ! 
入浴 料 400 円 。 






gd 土 た げ リバ 


車 : 長野 自動 車道 豊科 1 C か ら 国 道 147 
号 っ 148 号 で 約 54 キ ロ 
電車 : 新宿 駅 か ら 特 急 あ ず さ で 松本 へ 。 


大 浴 線 に 乗り 換え 、 白 馬 駅 下車 。 

問い 合わ せ : 白馬 村 観 光 盟 傘 0261-72 
-71I00 自 馬 村 観 光 案 内 所 谷 026|-72- 
2279 
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『 お に 
者 料 崩 - - 和 人選 89 


ーー 帳 叫 Sh い 負 守 


※ 時 : 営業 (開館 ) 時 間 / 料 : 料金 を 表し て いま す 。 53 


う 


XR 半 さと 逗 び 装 宮 対 


SN 
(ローン 


(て 
の 


で ーー 


さき …" 更 生 | 
陣 


NPDG 
(IrY 吉 対 


G+ 上 


大 き な 窓 か ら 自然 の 光 が い っ ぱい 
差し 込む 、 解 放 感 あふ れる ダイ ニ 
ング 。 ロ グハウス な ら で は の 木 の 
香り に 、 気 持ち も な こす む 。 


心 の こも っ た ディ ナー は 、 奥さん 島 意 雪 ノノ 、 。 N ~ 二 ー 信 真 昌 も 飲ん だ !7 ロ 当 
が 担当 。 メ ニュ ー は パラ エ テ ィ 豊 自 ( ピー 陸 欄 還 /- り の 良い 、 ク ヌル プ 
か で 、 味 も 絶品 ! ai ーー ドーYPaCpfhweeieR レー ベル の ワイ ン 。 
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ニシ シッ ツン ビ ピ ・ の) 


叶っ 9riftmd き (1 
つや 9 。OStS 


(v 史 一 回 S 等 ヶ S( 


ee 
oO 


時 商 ③ 財 つぐ 守 コ 還 宮古 避 や 









芋 リ り ー ーー ムチ ー ズ 
(て 次 SN 、 バ ダー 


登場 人 物 た ち も 集 っ た 、 客 同士 で 


話 も は ず を 談話 室 。 

















こ ペ ヨー ンス クー を ぶる 
ニラ オイ ル を 少々 加え る 。 


鳩 時 計 の 代わ り 
に 、 可 愛 い か ら 
くり 時 計 が 。 


お 風呂 は 、 構 風呂 と 岩 風 君 の ふた つ 。 
人 工 温泉 が の で 、24 時 間 い つ で も 入れ 
る と いう の が うれ し い 。 


山菜 、 木 の 実 、 野 邊 の 果 
実 ど 、~ 少 外 に 上 四 る と 

そこ は 自然 の 宝庫 。 こ の 
カワ グミ は 果実 酒 に な る 。 





思う 存 分 白馬 を 楽し め る 
ペン ショ ン を 心がけ て いま す 





玄関 に 一 歩 入 る と 、 ォ ー ナ ー の 愛川 
活 一 さん ・ ・ 佳 代 きん 御 夫 婦 が 、 あ た た 
か い 笑 顔 で 迎え て くれ た 。 


「 こ こ に は みな きん 、 ス キー や パラ グ 


マウ ン テ ン バイ ク 


ライ ダー、 テ ニス に MT B、 釣 りな ど 
を 楽し み に み を える ん で す 。 うち は 、 ゲ 
スト も キャ スト も 、 遊 ぶ と き は 上 真剣 に 
遊ん じゃ や うん で す よ 。 ま た 、 静 か な と き 
を 過ごし た だ た い 方 に は 、 自 然 散 策 が な す 
すめ 。 変化 に 富ん だ 山 の 表 情 を 眺め て 
いる だ け で 、 故 沢 な 気 
持ち に な れる ん で す 」 
オー ナー は 現在 、 無 
数 の コブ を 越え て 滑る 
モー グル ス キー に 夢中 。 
チー ム を 結成 し 、 競 技 
大 会 に 向け て 、 特 訓 中 
と の こと で ある 。 


Informcfion 


J R 自 馬 駅 より 車 で 7 分 。 送 
迎 有 / ノ 客室 数 9 室 。 '94 年 冬 コ 
テー ジ を 新設 料金 | 泊 2 食 


6,500 円 ノ 素 敵 な オリ ジ ナ 購 
ル 商品 は お みや げに 最適 。 還 
〒399-93 長 野 県 北安曇 郡 白馬 村 
北城 9343/ 容 0261-72-6778 
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し お り の フク ロウ (は 、 
ク ヌ ル ブ プ の 外灯 だ っ た ! 


\」 
4 


ト S 


aq 
| 





S( (4 コ 当 千 只 9k 弟 小 S 枯 」 


「 倍 叶 る 咽 志 清 叫 生 


ク メ ヌメ ルプ の 由来 は ? 





「 菩 読ん を だ 、 ヘ ルマン ・ ヘ ッ セ の 小説 の タイ トル か ら 
つけ まし た 。 こ の 作品 の 中 に は 、 自 然 を 愛し た 放浪 の 
芸術 家 ・ ク ヌル プ の 魂 が 拉 か れ て いま す 」 


ミシシッピ ・ マ ッ ド ケー キ は 
本 当 に あり ます ! 





プレ イ 中 に バ ミ シ シッ ピ ・ マ ッ ド 
ケー キ と は な ん ぞ や 7?7? と 思っ だ た 人 
も 多い は ず 。 き る て この 正体 は ? 

「 コ ヨコ アパ ウタ ダー や チョ ラッ レー トト 、 


ピー カン ナッ ジ ツ な と を 入れ 
て 作る アメ リカ の ケー キ で 
す 。 名 前 は ミシシッピ ー の 
湿地 帯 か ら つ けら れ た だ を そう 
人 で 、 ク スネ ルク で も た ま に 作 
り ま す 。 別 名 どろ ん こ ケ ー 
キ な ん て いう ん で す が 、 お 
いし いん で す よ 1!」 








か まい た ちの 夜 


超 ウ ルト ラ カ ル ト 
ロン 








次 の 記述 は 、 ゲ ー ム 中 の 登場 人 物 に つい て 述べ た も の で す 。 どの 記述 が 誰 の 
こと を 述べ だ も の か 、 該 当 す る 人 物 を 下 の 語 和 群 よ り 選 ん で 答 ん えな さい 。 
( 各 2 点 、 計 14 点 ) 








いつ ft 茜 に 1 し が ちな に こ に あっ て 、 こ の 人 物 だ け は 印象 に 残り や すい 。 事実 、 ス パ 
イ に な っ だ ときには 、 単 独 行動 で 主人 公 に 色仕掛け を し て きだ りす る が 、 を それ が 結果 的 に 自分 だ 
2 に も な っ て いる スキ ー は 仲間 の 中 で も っ と も 上 手 い よう だ 。 





2 らら: 本 2 か な り 整 っ て いる 
ょ うだ 。 真理 に 霊 が 取り 付い た エピ ソー ド で も 犠牲 者 し な っ て いる が 、 ス パイ に な っ だ た と き に は 
一 転 、 一 番 大 き な 武 器 を 持っ た り も する 。 選択 炊 第 で は 、 主 人 公 を 撃ち 殺す 加害 者 に な る こと す 
ら あ る 。 
電 呈 昌 () 

主人 公 た ち が 雪 の 中 で 迷っ た と き に 一 番 最初 に 犠牲 者 と し て 発見 され る 人 物 で ある 。 

最初 の ミス テリ ー 仕 立て の エピ ソー ド の と き が 一 番 印 象 に 残る キャ ラク ター で 、 被 害 者 に な っ 
た り 、 主 人 公 を 殺 す 加 害 者 に な っ た り 、 果 て は 自殺 まで し て し まう の は 、 や は り を の 短気 な 性 格 
の せい だ ろう か ? 

組 四 及 () 

目立た な ない キ ャ ラ で は ある が 、 と きわ おり を その 妙 な 行動 で 注目 を 浴び る こと に な る 。 ま ず 第 一 に 
料理 を 作る の が 下手 な こと 。 その 割 に は お茶 な ど を 入れ る の は 上 手 い よう で ある 。 ま だ 、 ロ ウソ 
ク と いう 言葉 に 敏感 に 反応 し 、 ム チ ま で 用 意 し て し まう 、 お か し な 閣 も 持っ て いる 。 











各 エ ピン ソー ド で を の 役どころ が も っ と も 大 きく 〈《 変 わる キャ ラク ター と いっ て いい 。 し か も 結構 
重要 な 役 が 多い の で 、 役 者 と すれ ば 、 お いし い 役 と も いえ る 。 ま た その 善悪 の イメ ー ジ も 大 きく 
変わ り 、 特に ミス テリ ー 仕 立て の と き と 、 オ カル ト 仕 立て の と き と で は 、180 度 変わ る 極端 な キャ 
ラク ター で ある 。 

本 ( ) 

中 問う ちの 中 で は も っ と も 機転 が きき を そう な キャ ラク ター。 主人 公 も 「 仕 事 は 一 番 で きそう 」 
と いう 印象 を 受け て いる 。 セ リフ が 比較 的 多い の も その だ た めか? スス パイ 仕立 て の エピ ソー ド の 
と き は 、 アイ スピ ッ ク を 持っ て 、 主 人 公 た ち に 襲い か か っ て 〈 る 。 

人 () 

エピ ソー トド 次 第 で 、 印 象 に 残る 活躍 を し た り 、 全 然 影 が 薄かっ た り と 両極 端 な キャ ラク ター。 
も っ と も 派手 に 動く の が スパ イ 仕 立て の エピ ソー ド の と きだ が 、 ミ ステ リー 仕立 て の エピ ソー ド 
の と き に 、 こ の キャ ラ の 犠牲 の な か げ で 、 謎 が 解け た た いう プレ イヤ ー も 多い は ず だ 。 









語 群 
「 ① 小 林 二 郎 ② 小 林 今 日 子 ③ 稚 山 赤 一 ④ 府 山 春 子 ⑤ 田 中 一 郎 ⑥ 美 樹 本 洋介 
[ (⑦ 北 野 啓 子 ⑧@ 濾 瀬 可 奈子 ⑨ 河 村 亜 希 ⑩ 久 保田 俊夫 ⑩⑪ 線 崎 み どり 


次 に 挙げ た 各 設 問 に 関し て 、 正 し いと 思わ れる 解答 を 、 下 の 選択 肢 の 中 か ら 
選び な さい 。 ( 各 2 点 、 計 30 点 ) 








次 の 中 で 主人 公 の ギャ グ の レパートリー に な い の は 、 誰 の ギャ グ ? 
1 ) ハナ 和敬 2) 植木 等 3) 谷 啓 4) 荒井 注 
』 シュ ブー ル で 飼っ て いる ネコ の ジェ ニー の 種類 は ? 
1 ) 黒 猫 2) 三 毛 猫 3) トラ 猫 4) シャ ム 猫 
真理 が 提案 し て 、 各 自 が 手 に 持っ た 武器 に な か っ だ も の は 次 の と どれ? 
1 ) スト ッ ク 2) ハン ガー 3) モッ プ の 柄 4) 生物 ナイ フ 
間 4 ) 夕食 の 時 、 北 野 啓子 は スー プ を 何 杯 な か わり し た ? 
1) 2 杯 2) 3 杯 3) 4 杯 4) 5 杯 
間 5 ) 真理 と 主人 公 が 信州 に や っ て きだ た の は 、 何 月 何 日 ? 
1 ) 12 月 21 日 2) 12 月 24 日 3) 12 月 31 日 4) 2 月 14 日 
間 l 開 テレ ビ の ニュ ー ス で 銀行 強盗 に あっ た と 報じ られ だ の は 、 何 銀行 の 新宿 支店 ? 
1 ) 第 一 産 銀 2) 二葉 銀行 3) 三友 銀行 4) 四 凌 銀行 
間 7 主人 公 が 大 阪 に 就職 し て し まう シー ン で 、 大 き な カ ニ が つい た 店 の 看板 に 書か れ て いた だ 
屋号 は 何 ? 
1 ) カニ 豪遊 2 ) カニ 遊楽 3) カニ 円 楽 4) カニ 滴 腹 
主人 公 が 食堂 で 真理 の 手 と 問 違え た の は 何 の 形 を し た 灰皿 ? 
1 ) 木の葉 2) 魚 3) 貝殻 4) ぶどう 5 
問 9 詞 美 周 本 が 主人 公 に 渡し た 守り に 付い て いた の は 、 何 の ぉ 守り だ っ た か ? 
1 ) 商売 繁盛 2) 安産 析 願 3) 交通 安全 4) 悪霊 退散 
間 10W ゲー ム 中 、 も っ と も 章 が 多く な る と 、31 章 まで 行く が 、 そ の タイ トル は 何 ? 
了 ナヤ ャ イ ム の emw 2 ) サバ イッ ツレ ゲー ム 3) 二 つ の 惨殺 死体 4) 裏口 の 血 振 
旨 村 央 近 未 来 の ロシア が 舞台 の トレ ン デ ィ ド ラマ 「101 年 目 の コ ユル ホ ー ズ 」 に 登場 する 、 准 凍 膝 
限 し て い た 政治 家 は 誰 ? 
1 ) ジン ジ ネ フ ブフ 2) スタ ー リ ン 3) ゴル パチ ョ ンジ 4) エリ ツィ シン 
ゲー ム 中 に 登場 する SFC ソ フト 『 か まい だ ちの 夜 」 に 出 て くる 、 ノ ヨル ・ カ ー マ イ さ $ 
ん の 国 は どこ ? 
1) 己 光 ア 2) ラ ォ ジン ラ ンド 8) ノル ウ ュ ー 4) デ ンマ ー ク 
葛 真理 が 完走 し た こと が ある と いう ゲー ムセン ター の レー スゲ ー ム は 何 ? 
1 ) アウ ター ラン 2) チャ レン ジグ ラン プリ 3) トッ プ ポ ボ ポジション 4) 完 醒 レー サー 
真理 と 知り 合う きっ か け と な っ た デッラ パー ト の 屋上 で の アト ラク ショ ン で 、 主 人 公 が 演じ 
て い だ の は ? 
1 ) ナマ コ 怪 人 2) レッ ドニ ンジ ャ ー 3) イカ ゲソ ラー 4 ) ウミ ウシ 款 
、 ゲー ム 中 に 登場 する 真理 の 母親 の 名 前 は 、 純 子 と 何 ? 
1) し の ぶ 2) 沙織 3) 美雪 4) 六 千 代 
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次 に 挙げ た A 群 の 人 名 と 、 も っ と も 関係 の 深い 語句 や セリ フ を B 群 より 選び 、 








ーーー 線 で 結び な さい 。 ( 各 2 点 、 計 20 点 ) 
[A 群 ] [B 群 ] 

ア ) 香山 誠一 ・ ・①「 プ ラズ マ よ ! プラ ズ マ の し わ ぎ だ わ 」 

イ ) 香山 春子 ・ ・②「 や っ ぱり 畳 の 上 で 大 往生 」 

ウッ ) 小林 二郎 ・ ・③ 「 素 英 な 出会い に 」 

エ ) 河村 亜希 ・ ・④「 し ょ う が な か っ だ ん だ 。 しょう が な か っ だ ん だ よ …… コ 
オォ) 渡瀬 可奈 子 ・ ・⑤「 虫 $ 殺 る な いよ うな 顔 し て …… あ た し ちゃ も 危う くだ まさ れる 


と こ だ ち だ わ 」 





「[A 群 [B 群 ] 


ア ) 釜 井 達郎 ・ ・① 真 理 の 叔父 

イィ) 美樹 本 洋介 ・ ・② フ ラン ス の 情報 部 員 
ツ ) 小林 一 郎 ・ ・③ 通 りす が り の 人 魚屋 さん 
エ ) 北野 啓子 ・ ・④ 真 理 の 父 

ォ ) 久保 田 俊夫 ・ ・⑤ 日 本 政府 の 防 謙 機関 


語 辞 に ある 語句 を 正しい 順番 に 並べ 変え て 、 カ ッ コ 内 に 入る 言葉 を 完成 させ 








ーーー な さい 。 ( 計 10 点 ) 
い 人 と 香山 き ん の 最 高 の 故 沢 論争 は 、( ) と いう 順に エス カレ ー ト し て いっ た 。 


ア . 真夏 に クー ラー を か け て 鍋 を 食う 

イ . 赤道 直下 で 冷凍 庫 に 入る 

ウ . 寒い 時 に 暖か くし て 飲む ビー ル 

エ . 南極 で スト ー ブ を だ いて アイ スキ ャ ン デ ー を 食べ る 





告 笠 
ゲ 。 サ ンダ ー、 イ 。 ト リャ ー ! 、 必 、 エキ スパ ー ト 、 キ 。 ン リャ ー ! 、 オ 、 ド ラゴン 
カ . ウル トラ 、 キ . スペ シャ ル 、 ク クウ オォ リャ ー ! 





次 の ゲー ム 『 か まい た ちの 夜 」 に 関す る 記述 を 読み 、 正 し いと 思う も の に は 
〇 を 、 間 違っ て いる と 思う も の に は XX を カッ コ 内 に 記入 し な きい 。 
( 各 3 点 、 計 12 点 ) 





細 論 () 

ゲー ム の 舞台 と な っ だ た ペンション バシ ュ プ ブー ルン は 料理 が ひと つの セー ルス ポイ ント で あり 、 
スト ー リ ー 中 に も いろ いろ な レシ ピ が 登場 する 。 

ケン チン 汁 に ミネ スト ロー ネ 、 中 人 華 の スー プ 、 フ ァ テッ チュ ェ ュー チョ ン も 吊 そ いる よう だ が 、 と これ 
は 主人 公 が 名 前 を うろ 覚え を に し て いる だ た め 、 は っ きり し な い 。 こ の と き 、 料 理 の 語源 の エピ ソー 
ド と し て 登場 し 、 真 理 に 突っ 込ま れ だ た の が ママ カリ で ある 。 
十 還 () 

ゲー ム の 登場 人 物 に は 、 そ れ ぞ れい ろ い ろ な 特技 が だ ある 。 ス キー が 得意 な 真理 は 、 他 に 合気道 
の 心得 も ある よう だ し 、 香 山 き ん は 、 和 柔道 が 得意 だ と いう が 、 こ れ は 少々 当て に な ら な いよ うだ 。 
まだ 、 俊 夫 る ん も 体 が 柔らか い の が 自慢 だ が 、 それは 長年 ヨガ やってき て いる か ら だ 。 
、 朋 あ 

ゲー ム 中 、 主 人 公 と 真理 は 時 折 、 漫 才 コ ユン ビ の よう な 絶妙 の ボケ と 突っ 込み を 見 せる 。 主人 公 
が イス ラ エ ル 謙 報 機関 キサ ド を イン ド 料 理 の 名 前 と 間違え た と き や 、 か まい た だ た ち を 学校 給食 に 出 
る よう なか な 食べ物 と 間違え た と き な ど 口 に 出さ きず と も 、 す か る ず 真 理 が 突っ 込み を 入れ て 、 名 ( 洲 ? ) 
ラン ビ お り を 発 伏し て いる 。 
| AA 

実際 に プレ イ す る 時 間 は と も か く 、 ゲ ー ム 内 に お ける 進行 時 間 は 、 実 は 非常 に 短い 。 宿 泊 客 の 
ほとん と が 各国 の スパ イ と いう エピ ソー ド で 、 何 と か 翌日 の 朝食 に あり つけ る こと が で きる 以外 、 
日 付 こ を 変わ る が 、 翌 日 の 朝 に な る 前 に エン ディ ング を 迎え る も の が ほとん ど で あ る 。 





SGCMIO 昨 間 1 炎 の 『 か まい た ちの 夜 』 に 関す る 設問 に 答 を な きい 。 ( 計 14 点 ) 











最初 の ミス テリ ー 仕 立て の エピ ソー ド で 、 バ ラバ ラ に され た 被害 者 の 本 当 の 名 字 は 何と いう 7? 
間 2 ) (4 点 ) 

主人 公 た ち が OL 3 人組 と 最初 に 出会っ た と き 、 真 理 が 間違わ れ た 女優 の 名 前 は ? 

し お り を ピン ク に する だ め に は 、 最 低 何 回 の プレ イ 回 数 が 必要 か ? 








クイ ズ の 解答 は P62 か ら の 袋 綴 じ に あり ます 。 


@ く > 
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超 ウ ルト ラ 
リル リド クム の 4 





解説 

一 応 基 本 カル ト で は ある が 、 ミ ステ リー を 
解決 し て いな い 人 に は 難し い 問 題 で あろ う 。 

逆 に ミス テリ ー を 解決 し て いる 人 に と っ て 
は 、0L 3 人組 の 区 別 が つき に くい (誰が ど と 
の キャ ラ か 、 名 前 まで は っ きり 覚え て いな い 
程度 ど と 思う が ) 以外 は 簡単 な は ず だ 。 

D が オー ナー 夫人 の 小林 今日 子 で ある こと 
は 、 料 理 が 下手 で ある と いう こと か じ 用 意 に 
推 祭 で きる と 思う が 、「 ロ ウッ クタ 々 」 の お か 
し な 癖 は ピン ク の し お り に な っ て か ら で な 
いと 、 お 目 に か か れ な いも の で ある 。 


SeCtIiO 





FTO _ 「FO 忌 玉 
2 
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問 1 か ら 7 まで は 基本 カル ト 。 基 細 な こと 
で は ある が 、 ミ ステ リー を 解決 し て いな 〈 て 
も 解け る 間 題 で ある 。 

間 10 も ミス テリ ー 未 解決 で も 、 で きる 間 題 
だ が 少し 難し いか も し れ な い 。 旭 日 の 血痕 を 
発見 し 、 一 度 外 に 出 て か ら 、 俊 夫 に 細 わ れる 
前 に 引き 返せ ば 、31 章 まで 行く は ず で ある 。 
その 他 の 間 題 は 大 体 、 ミ ステ リー さき を 解決 し 
て いれ ば 解け る 問題 だ が 、 問 13 と 14 だ け は 、 
し なり が ピン ク に な っ て いな いと 、 わ か ら な 
い 間 題 で あ の 





解説 

間 1 は 基本 カル ト 。 香山 誠 一 の カラ オケ の 
間 Am 醒 け は 、 ピ ンク の し お ちり 以降 の も の だ が 、 
消去 法 で いけ ば 残る は ず だ か ら 6、 解 け な く は 
だ だろ う 。 

間 2 も ぁ 釜 井 達 公 と いう 、 ピ ンク の し お り 以 
降 に 登場 する 人 物 が ひと り 混 ざっ て いる だ け 
な の で 、 基 本 的 な 難易 度 は 間 1 と 変わ ら な い 
は ず な の だ が 、 混 同 し や すい 要素 を 入れ て あ 
る の で 妥 注意 。 真 理 の 叔父 は 小林 二郎 で あっ 
て 、 小 林 一 郎 は 真理 が 母親 の 霊 に 乗り 移ら れ 
だ と き に 明らか に され る 上 真理 の 父 で ある 。 を そ 
の と き に は 美樹 本 が 真理 の 母方 の 叔父 と いう 
こと に な る の で ある 6。 





re の っ 





組 是 有馬 カー ウー キー アー オー クー イ つ エ 
解説 

A に 関し て は 解説 は 必要 ある まい 。 基 本 中 
の 基本 問題 で ある 。 

B は ピン ク の し お なり に さえ すれ ば 、 す で に 
見 られる も の だ が 、 な か な か を の 順番 まで は 
し っ か り と 覚え て いる 人 は いな い だ ろ 25。 原 
作 の 我孫子 氏 で すら 5、 す で ぐに 答え られ る か と ど 
うか 定か で は な い 、 超 難問 題 で ある 。 








B は ほとん ど 正 し い が 、 最 後 の 俊夫 の 体 の 
和 柔らか い 理 由 の ヨガ が 間違い 。 俊 夫 は 確か に 
体 の 柔らか いこ と が 自慢 ど が 、 ヨ ガ を や っ て 
い が な が など と は ひし 言 も 言っ て いだい 。 

'C で は 、 主 人 公 は 「 こ ん や か まい た だ た ち が 
くる 」 の メモ を 見 て 、 確 か に 給食 の と き に 出 
た 食べ 物 だ と 大 ボケ を か ます が 、 こ の と き に 
真理 は 突っ 込み わ を 入れ て いな い 。 





みどり きん が 死ん ごと ころ まで で 、 事 件 を 
解決 すれ ば 、 犯 人 は 動機 を 明らか に し 、 バ パラ 
バラ に し た 犠牲 者 の 名 前 も 明か し て くれ る 。 
② 原 田 桃 世 
③21 回 
解説 

ピン シンク グ の し しり に する た だ ため に は ほ ミ ステ リー 
で 事件 を 解決 し て 、 他 の エピ ソー ド $ 登 場 き 
せ た 後 の 、 バ ッ ド エン ド も 含め た すべ て の エ 
ン デ ング を 見 な (て て 撤 な ら 邊 いい 。 


を の 数 は 全部 で 21 個 。 内 訳 は 、 

久 殺 人 事件 の 犯人 を 見 つけ る 最初 の エビ ソー 

ド で 13 個 。 

@ 寺 の 中 で きん ざん 迷う エピ ソー ド で 1 個 。 
価 宿 泊 客 が みん な スパ イ に な る エピ ソー ド で 

4 個 。 

人 真理 が 寺 に と りつ か れる エピ ソー ド で 2 個 。 
@ ゲ ー ム 内 で SFC『 か まい だ ちの 夜 」 を プ 
レイ する エピ ソー ド で 1 個 。 

と な っ て いる 。 

難し い の は 、 最 初 り の ミステリー エピソード 
に ある 13 個 すべ て を 見 る こと だ ろう 。 ち な み 
に 、 み と どり さん の 犠牲 まで で 、 解 決 で きる 前 
半 部 に 7 個 、 み な 殺し パタ ー ン と な る 後半 部 
に 6 個 の エン ド が 用 意 る れ て いる 。 

見 落と し や すい と 思わ れる の は 、 前 半 部 で 
は も っ と も 早く 解決 で きる ハッ ピー エン ド に 
3 つの パタ ー ン が ある こと と 、 み どり さん の 
犠牲 の 後 で 解決 する と ころ で 、 ふ ざけ て わざ 
と 自分 が 犯人 だ と 言っ て みる と ころ あたり か 。 

後半 部 で は 、 最 後 の 名 前 入力 の と ころ で 、 
香山 さん の 奥 る ん を 入力 し た り 、 真 理 を 攻 っ 
て みた りす る あたり が 、 盲 点 と な りや すい 。 


63 


一 スタ ッ フ 
企画 ・ 恒 


本文 デザ イン 
制作 ・ 進 行 
取材 ・ 原 稿 


撮影 


DTP 
圏 寄稿 ・ 執 革 
マツ 


4 ダス トド 


田制 作 協 力 


・ ゲ ー ム の 内 容 に 


水田 浴 伯 時 童 ノ 本 谷 英 た と ( 超 音 速 
辰巳 四朗 

款 川北 美 子 ン 坂本 直樹 (エス トー ル ) 
大 内 めぐ み 


竹中 清 ノ 木川 明彦 鐘 織 止 
高橋 栄 プ 仁木 伸明 荻原 麻里 

大 川 赴 人 (スタ ジオ ・ ハ ー ド ) 
消 藤 いつ き 

安 藤 向 育 

中 村 雅 章 (みえ ・ 生 リヤ 
奥田 珠 貴 (プレ ス セ ンタ ー 大 阪 ) 
イン ダニ イヤ 

能 島 健 (スタ ジホ キッ 


し りあ が り 寿 

いし か わ じ ゅ ん 

青木 光 恵 

宮 国 雅彦 

大 原 奈 志 (キャ ラク ター ズ ) 
Ba 語 と (ペン ショ ン ・ シ ュ 開 


長島 は ちまき ( 曰 馬 マッ プ ) 





ペン ショ ン ・ 日 馬 ク ヌル プ 

日 馬 村 役場 角 光 課 

( 格 ア クタ ー ズ プロ モー ショ ン 
(生育 ニプロ ダ タ ショ ン 

俳協 

(株 日 本 経済 広告 仕 

( 稀 テ イク ・ ワ ン 

衝 ア メリ ガン シェ クタ リエ ーション 
(人 スチ と ディ オシ ー ク 攻 ド 引 
ソフ トバ ンク 幌 

The Super Famicom 栖 集 部 


に 関す る 電話 で の お 問い 合わ せ は ご 遠慮 くだ さい 。 


造 本 に は 充分 注意 し て お り ま す が 、 万 一 落丁 乱丁 な どの 不良 品 が あり まし た ら 、 お 取り 替え 
いた し ます 。 小 社 ま で 御 返 送 く だ さい 。 

・ 本 書 の 一 部 また は 全部 を 無断 で 複写 (コピ ー) する こと は 、 法 律 で 認め られ た 場合 を 除き 、 著 
作者 お よび 出版 者 の 権利 の 侵害 に な り ま す 。 あ ら か じ め 小 社 に 許諾 を 求め て くだ さい 。 


陸 HU 守 22 で つつ 生 で り 
( の つ c で さい 一 と へ で と ) 
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